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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
関
連
死
を

含
む
1
2
8
4
人
の
犠
牲
者
を
対

象
に
、
2
年
間
か
け
て
遺
族
ら
か

ら
話
を
聞
き
、
そ
の
結
果
を
記
録

集
に
ま
と
め
る
事
業
で
す
。
具
体

的
に
は
、
聞
き
取
り
対
象
者
を
知

っ
て
い
る
案
内
役
、
聞
き
手
、
記

録
員
の
3
人
1
組
、
も
し
く
は
2

人
1
組
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
町
内

を
回
り
、「
ど
ん
な
人
柄
だ
っ
た

の
か
」「
ど
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
っ
た
の
か
」
な
ど
を
聞
き
取
り

ま
す
。
承
諾
が
得
ら
れ
れ
ば
、
音

声
を
録
音
し
、
映
像
も
撮
影
し
ま

す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
調

整
は
、
遺
族
や
町
内
会
代
表
者
、

　

震
災
で
人
口
の
1
割
近
い
1
2
0
0
人
を
超
え
る
人
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
た

大
槌
町
で
、
犠
牲
者
全
員
を
対
象
に
そ
の
人
柄
や
功
績
な
ど
を
取
材
し
、
記
録

と
し
て
残
す
「
生
き
た
証あ

か
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
役
場

で
5
月
30
日
に
開
か
れ
た
第
1
回
実
行
委
員
会
で
碇
川
豊
町
長
は
「
二
度
と
同

じ
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
亡
く
な

っ
た
方
を
忘
れ
ず
に
供
養
す
る
意
味
で
も
、
震
災
を
検
証
す
る
意
味
で
も
重
要

だ
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。（
▼
12
ペ
ー
ジ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
）

「
決
し
て
あ
な
た
を
忘
れ
な
い
」

第 1回実行委員会は黙
もく

祷
とう

で始まりました＝ 5月 30 日、大槌町役場

～
町
の
「
生
き
た
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
ま
る
～

「
震
災
の
犠
牲

者
を
思
わ
ず
し

て
真
の
復
興
は

あ
り
得
ま
せ

ん
。
震
災
で
、

私
た
ち
は
、
と

て
も
大
切
な
人

を
多
く
亡
く
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
残
さ
れ
た

命
を
し
っ
か
り
生
き
る
。
そ
れ
が
先
に
還
っ
た

大
切
な
人
た
ち
が
喜
ぶ
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
残
さ
れ
た
私
た
ち
が
大
切
な
人
の
代
わ

り
に
生
き
て
い
く
と
い
う
思
い
を
新
た
に
す

る
。『
生
き
た
証
』
は
、
そ
の
原
動
力
に
な
る

よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　
「
心
の
中
で
、
ど
こ
か
納
得
し
て
い
な
い
、

や
り
き
れ
な
い
思
い
を
抱
え
て
い
る
人
が
、
ま

だ
、
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
大
切
な
人
の

こ
と
に
つ
い
て
、
心
の
中
で
思
っ
て
い
る
こ
と

を
話
す
、
記
録
に
残
す
と
い
う
こ
と
で
、
明
日

に
向
か
っ
て
生
き
る
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
う
え
で
大
切
な
こ
と

は
、
遺
族
の
方
々
は
、
つ
ら
い
、
悲
し
い
思
い

を
し
た
わ
け
で
、
こ
れ
以
上
の
つ
ら
い
、
悲
し

い
思
い
を
す
る
人
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
」

　
「
震
災
で
私
た
ち
は
、
想
像
も
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
起
き
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
し
ま

し
た
。
人
は
い
つ
還
る
か
わ
か
ら
な
い
命
を
生

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
な
お
さ
ら
、
生
き
て
い
る
命
を
む
だ
に

し
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
大
切
な
人
の
こ
と

を
お
話
し
す
る
こ
と
が
、
明
日
に
向
か
っ
て
生

き
て
い
く
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
力
に
な
る

だ
ろ
う
と
、
す
ご
く
感
じ
て
い
ま
す
」

町
議
、
学
識
経
験
者
14
名
で
構
成
さ
れ
る

実
行
委
員
会
が
行
い
ま
す
。
第
1
回
の
実

行
委
員
会
で
は
、
委
員
長
に
吉
祥
寺
住
職

の
高
橋
英え

い

悟ご

氏
（
42
）、
副
委
員
長
に
、
震

災
で
夫
と
役
場
職
員
だ
っ
た
娘
を
亡
く
し

た
上
野
ヒ
デ
さ
ん（
72
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

第
1
回
実
行
委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
「
大
槌
町
で
は
犠
牲
者
を
町
全
体
で
弔
お

う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
。
自
分
た
ち
も

一
緒
に
記
録
を
作
っ
て
い
こ
う
と
、
多
く

の
人
が
賛
同
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

「
記
録
は
冊
子
の
ほ
か
に
、
石
に
刻
ん
で
残

す
方
法
も
あ
る
」

　

高
橋
委
員
長
は
「
震
災
か
ら
3
年
を
経

過
し
、
話
す
こ
と
で
楽
に
な
る
と
い
う
人

も
増
え
て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
も
の
が
、

犠
牲
者
を
忘
れ
ず
に
し
っ
か
り
生
き
て
い

く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
成
功
さ
せ
た
い
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

3 「生きた証プロジェクト」スタート

4-11 復興通信
　私たちがつくる私たちの新しいまち
　　〜④赤浜地区
　復興を支える人 支える団体
　産業復興だより
　復興局からのお知らせ

12-16 総合政策課からのお知らせ ほか

17 大槌町地域包括支援センターのページ

楽笑高齢者になろう ほか

18 すくすく赤ちゃん
PHOTO まちかど
町長随想

19 ひょうたん島日記

20-21 教育委員会だより  城山の風 第 77 号

22-23 まちのお知らせ
大槌町カレンダー

24 大槌学のすゝめ
編集後記

「
大
切
な
人
の
こ
と
を
話
す
こ
と
が
明
日
の
力
に
」

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
英
悟
実
行
委
員
会
委
員
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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美
し
い
海
の
見
え
る
ま
ち
づ
く
り

　　

大
槌
町
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
を

ま
と
め
た
「
大
槌
デ
ザ
イ
ン
ノ
ー
ト
」
に

よ
る
と
、
赤
浜
地
区
の
復
興
計
画
の
基
本

的
な
考
え
方
は
、「
美
し
い
海
・
ひ
ょ
う
た

ん
島
を
眺
め
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
」
で

す
。
具
体
的
に
は
、
防
潮
堤
は
旧
来
の
高

さ
に
と
ど
め
、
被
災
し
な
か
っ
た
地
域
と

一
体
に
な
っ
た
住
宅
地
を
新
た
に
形
成
し

ま
す
。
海
が
見
え
、
海
に
近
づ
き
や
す
い

環
境
を
保
つ
一
方
で
、
常
楽
院
、
八
幡
宮
、

三
日
月
神
社
を
避
難
の
目
印
に
し
て
、
災

害
時
に
は
機
敏
に
避
難
で
き
る
空
間
を
整

え
ま
す
。

　

現
在
、
赤
浜
地
区
で
は
、
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
災

害
公
営
住
宅
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
用
地
買
収
の
達
成
率
は
土
地
区
画

整
理
事
業
で
約
80
パ
ー
セ
ン
ト
、
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
で
は
移
転
先
の
達
成
率

が
約
54
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
一
人
あ
た
り

の
地
権
者
が
所
有
す
る
土
地
が
広
く
、
契

私たちがつくる

私たちの新しいまち

〜④赤浜地区〜

復興通信　私たちがつくる　私たちの新しいまち

赤浜地区の復興まちづくり事業
復興通信

防災集団移転促進事業　今後の整備スケジュール

約
が
成
立
す
れ
ば
達
成
率
は
上
が
る
見
込

み
で
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
防
災
集
団

移
転
促
進
事
業
で
は
平
成
26
年
度
下
半
期

よ
り
造
成
・
イ
ン
フ
ラ
工
事
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
先
行
す
る
東
大
大
気
海
洋
研
究
所

裏
の
「
団
地
⑥
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
上
半
期
か
ら
、
住
宅
や
災
害
公
営
住

宅
の
建
設
が
始
ま
り
、
下
半
期
に
は
入
居

が
可
能
に
な
る
予
定
で
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
A
、
B
、

C
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
A
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
順
番
に
造
成
・
イ
ン
フ
ラ
の
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
す
。
先
行
す
る
A
ブ
ロ
ッ

ク
は
、
平
成
26
年
度
に
造
成
・
イ
ン
フ
ラ

工
事
に
着
手
、
平
成
27
年
度
下
半
期
に
は

住
宅
が
着
工
出
来
る
よ
う
計
画
が
進
め
ら

れ
ま
す
。
C
ブ
ロ
ッ
ク
の
造
成
・
イ
ン
フ

ラ
工
事
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
が
入
る

可
能
性
が
あ
り
、
B
ブ
ロ
ッ
ク
と
と
も
に

平
成
27
年
度
か
ら
造
成
・
イ
ン
フ
ラ
工
事

が
開
始
さ
れ
、
住
宅
着
工
は
B
ブ
ロ
ッ
ク

が
平
成
28
年
度
上
半
期
、
C
ブ
ロ
ッ
ク
が

平
成
28
年
度
下
半
期
に
な
る
予
定
で
す
。

　

高
台
の
新
た
な
居
住
エ
リ
ア
の
中
心
に

は
、
日
常
の
集
い
の
場
と
な
り
、
災
害
時

の
避
難
場
所
と
な
る
公
共
施
設
（
赤
浜
公

民
館
・
避
難
ホ
ー
ル
）
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

防
潮
堤
は
、
高
さ
6
・
4
メ
ー
ト
ル
の
既

存
施
設
を
復
旧
さ
せ
、
日
常
生
活
道
路
と

避
難
路
を
兼
ね
た
ス
ロ
ー
プ
や
階
段
が
設

置
さ
れ
ま
す
。

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期

※インフラ工事とは、道路、上下水道、電気、通信などの工事のことです。

項　　　目

防

災

集

団

移

転

促

進

事

業

団地①

北斜面裏

団地③

三日月

神社裏

団地⑥

現東大

海洋研裏

団地②

岩手県

交通裏 用地取得

造成・インフラ工事調査・設計

造成・インフラ工事

調査・設計

造成・インフラ工事

調査・設計

仮設住宅
撤去
工事準備

調査・設計

用地取得

用地取得

工事
準備

用地取得

住宅着工

災害公営住宅建設

災害公営住宅建設

災害公営住宅建設

災害公営住宅建設

住宅着工

住宅着工

住宅着工

造成
インフラ工事

募集

募集

募集

工事
準備

工事
準備

募集

仮設住宅使用

１４	


発
電
機
/

防
火

ポ
ン
プ
室

防
火
水
槽

(
地
下
)

事
務
室
玄
関
ホ
ー
ル

ス
テ
ー
ジ

防
災
備
蓄
倉
庫

談
話
室

フ
ロ
ア5 5 1 ㎡

控
え
室

2 7 . 0 ㎡

2 6 . 0 ㎡

2 0 . 0 ㎡

更
衣
室

倉
庫 シ

ャ
ワ
ー

洗
濯
機

放
送
設
備

音
響
設
備

倉
庫

W C

3 3 . 6 ㎡

調
理
室

7 3 . 2 ㎡

3 6 . 0 ㎡
( 2 0 畳)

和
室

会
議
室

1 5 . 0 8

1 4 . 8 6

1 5 . 0 7

1 5 . 3 3
1 5 . 3 3

1 5 . 1 8

1 4 . 9 3

1 5 . 8 9

1 5 . 7 7

1 5 . 8 2

1 5 . 5 5

1 4 . 5 6

1 4 . 5 6

1 5 . 3 7

7 . 8 4

1 7 . 5 1

三日月不動尊

常楽院

( 再建)

緑地

公園

公園( 参道)

2 . 0

墓地

1：
6

. 1 . 6 9

. 1 . 6 9

広場

8 7 . 2

5 9 . 2

4 9 . 1

9 7 . 5

9 5 . 1

9 7 . 1

6 1 . 1

3 6 . 5

3 2 . 2

2 5 . 4

1 9 . 7

4 7 . 1

4 1 . 1

5 3 . 1

2 7 . 7

2 4 . 7

2 6 . 7

1 9 . 7
3 0 . 4

1 5 . 5

3 4 . 6

4 2 . 7

5 6 . 7

3 6 . 7

3 8 . 7

4 8 . 9

5 3 . 3

4 7 . 4

3 4 . 9

1 9 . 5

1 9 . 5

1 6 . 5

1 3 . 2

8 . 5

1 4 . 5

1 6 . 6

3 0 . 6

3 7 . 1

4 1 . 1

7 2 . 8

1 1 3 . 2

8 2 . 6

3 6 . 9

4 . 8

3 . 1

3 . 1

4 . 4

4 . 7

1 . 2

1 . 2

2 . 9

0 . 8

0 . 8

0 . 8

0 . 8

1 . 6

2 . 3

3 . 5

3 . 5

6 . 6

1 1 . 7

1 . 2

1 . 2

1 . 2

1 . 2 2 . 3

2 . 9

2 . 9

1 . 6

5 . 4

1 1 . 8

4 7 . 1

3 5 . 4

1 8 . 8

1 5 . 6

7 . 2

8 . 5

0 . 8

0 . 8

1 . 4

1 . 4

1 . 4

1 . 4

8 . 8

1 2 . 5

1 9 . 9

2 5 . 4

5 2 . 9

4 5 . 7

1 4 . 6

1 3 . 5

2 1 . 3

4 1 . 7

4 1 . 5

3 2 . 3

2 1 . 3

9 5 . 5

8 9 . 2

6 9 . 3

5 4 . 7

3 1 . 1

7 6 . 1

4 9 . 2

7 6 . 5

6 8 . 6

7 6 . 6

9 2 . 8

2 . 7

3 5 . 4

6 1 . 2

4 4 . 9

4 7 . 2

1 1 5 . 3

9 5 . 2

5 6 . 6

9 5 . 3

9 3 . 2

4 5 . 1

6 2 . 8

5 7 . 1

3 8 . 6

8 5 . 1

5 4 . 9

4 3 . 3

1 . 5

5 5 . 0

3 4 . 9

8 4 . 4

1 1 4 . 6

5 5 . 5

9 3 . 3

8 3 . 3

8 0 . 7

1 1 4 . 5

5 2 . 5

2 5 . 1

2 5 . 1

4 4 . 5

4 3 . 5

4 6 . 6

5 5 . 3

7 1 . 5

1 2 4 . 7

8 0 . 8

大槌町

赤浜二丁目

県道吉里吉里・釜石線

弁
天
橋

蓬
莱
橋

八幡宮

大槌港

採石場

赤浜第４仮設団地

赤浜第３仮設団地

赤浜第２仮設団地

赤浜第５仮設団地

吉里吉里第４仮設団地

がれき集積地

東京大学大気海洋研究所
国際沿岸海洋研究センター
（休止中）

W

W

S

T.P.37.0

T.P.42.0

岩手県交通

公園

公園

4 0

5 0

8 0

8 0

7 0

7 0

1 0
0

1 1 0

7
0

5 0

4 0

3 0

4 0

6 0

1 0 0

7 0

6 0

5 0

4 0

3 0

3 0

3 0

2 0

1 0

3 0

3 0

2 0

2 0

3 0

6 0

1 2 0

1
0
0

7 0

9
0

9 0

6 0

1 0
0

5 0

6 0

7 0

5 0

4 0

2 0

6 0

5 0

2 0

3 0

4 0

3
0

4 0

3 0

5 0

8 0

6 0

7
0

8 0

都市再生区画整理事業

漁業集落防災機能強化事業

防災集団移転促進事業

都市公園事業

災害公営住宅整備事業

凡　  　　例

事業手法未定

道路事業（効果促進事業含む）

東大事業用地

特定業務エリア

住宅エリア

産業エリア

災害公営住宅

公園・緑地

公益施設

土地利用凡例

防潮堤

東大宿舎用地

0100150200 M

0 m 5 0 m 1 0 0 m 2 0 0 m

S = 1 : 3 0 0 0 ( A 3 )   S = 1 : 1 5 0 0 ( A 1 )

2 9 . 6

3 1 . 2

3 7 . 0

2 8 . 0

7 . 1

1 3 . 4

1 8 . 9

3 3 . 5

. 1 5 . 2

. 1 5 . 1

. 1 5 . 0

. 1 5 . 0

. 1 5 . 1

. 1 5 . 0

. 1 5 . 7

. 1 5 . 9 . 1 5 . 1

. 1 5 . 3

. 1 5 . 7

. 1 6 . 7

. 1 4 . 9

. 1 4 . 8

. 1 5 . 3

. 1 5 . 2

. 1 5 . 5

. 1 5 . 7

. 1 6 . 3

. 1 7 . 5

. 1 7 . 7

. 1 4 . 7

土地区画
整理事業

防潮堤

防災集団移転促進事業
災害公営住宅整備事業

赤浜公民館・避難ホール

震
災
後
の
生
態
系
の
変
化
調
べ
る

　　

親
潮
と
黒
潮
が
ぶ
つ
か
る
三
陸
沿
岸

は
、
生
物
生
産
性
と
多
様
性
が
高
い
海
域

と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
赤

浜
地
区
に
は
、
東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究

所
の
付
属
研
究
施
設
「
国
際
沿
岸
海
洋
研

究
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
セ
ン

タ
ー
は
1
9
7
3
（
昭
和
48
）
年
に
設
置

さ
れ
、
以
後
、
大
槌
湾
を
は
じ
め
三
陸
の

海
の
環
境 

や
生
物
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。「
沿
岸
生
態
」「
沿
岸
保
全
」

「
生
物
資
源
再
生
」「
地
域
連
携
」
の
4 

つ
の
研
究
室
が
あ
り
、
4 

隻
の
調
査
船
を

所
有
し
て
い
ま
す
。
沿
岸
海
洋
学
に
関
す

る
基
礎
的
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

土地区画整理事業
ブロック別住宅着工開始時期と
今後の整備スケジュール(３)ブロック別住宅着工開始時期等

Ｂブロック

Ｃブロック

Ａブロック

Ａブロック

平成27年度下半期

平成28年度下半期

平成28年度上半期

Ｂブロック

Ｃブロック

２１

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期

※インフラ工事とは、道路、上下水道、電気、通信などの工事のことです。

項　　　目

都市計画

手続き等

関連工事

赤

浜

地

区

土

地

区

画

整

理

事

業

Aブロック

Bブロック

Cブロック

●都市計画、事業計画変更

●仮換地指定

●事業計画変更

県道切廻し工事

地盤改良工事

●公民館使用開始予定

住宅着工

住宅着工

埋蔵文化財調査

詳細設計

詳細設計

詳細設計

造成・インフラ工事

造成・インフラ工事

造成・インフラ工事

公民館・避難ホール建設工事

住宅着工

換地設計

換地設計

換地設計

　

大
槌
湾
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
ひ
ょ
う

た
ん
型
の
島
、
蓬ほ

う

莱ら
い

島
。
そ
の
島
を
眺

め
る
よ
う
に
岸
壁
に
並
ぶ
数
々
の
漁

船
。
優
れ
た
海
洋
研
究
を
続
け
て
い
る

東
京
大
学
の
大
気
海
洋
研
究
所
。
赤
浜

は
こ
れ
ら
の
地
元
の
資
源
を
ど
う
活
用

し
、
復
興
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。
関

係
者
に
話
を
聞
き
、
ま
と
め
ま
し
た
。

防災集団移転促進事業
災害公営住宅整備事業

団地③

団地⑥

団地①団地②



7 Otsuchi 6Otsuchi

「3.11 大震災直後の軌跡」

復興通信　私たちがつくる　私たちの新しいまち

河村知彦教授

た
全
国
の
研
究
者
の
た
め
の
共
同
利
用
・

共
同
研
究
拠
点
と
な
っ
て
い
て
、
日
本
全

国
や
海
外
か
ら
も
多
く
の
海
洋
研
究
者
が

訪
れ
て
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
後
の
三
陸
沿
岸
の
生
態
系
の
変
化

を
調
査
す
る
た
め
に
建
造
さ
れ
、
昨
年
秋

に
お
披
露
目
さ
れ
た
「
新
青
丸
」
の
母
港

が
大
槌
に
決
ま
っ
た
の
も
、
赤
浜
に
大
気

海
洋
研
究
所
が
あ
り
、
研
究
の
実
績
を
積

み
重
ね
て
き
た
た
め
で
し
た
。

震
災
で
3
階
建
て
の
大
気
海
洋
研
究
所

は
、
2
階
ま
で
水
没
し
ま
し
た
。
現
在
、

ス
タ
ッ
フ
は
11
人
、
浸
水
を
免
れ
た
3
階

で
研
究
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
長
の
河
村
知
彦
教
授
は
「
生

物
資
源
再
生
分
野
」
に
所
属
し
て
い
て
、

震
災
後
に
海
の
中
で
何
が
起
き
て
い
る

か
、
ア
ワ
ビ
や
ウ
ニ
な
ど
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し 

た
の
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。「
大

槌
に
は
こ
れ
ま
で
こ
こ
で
研
究
し
て
き
た

デ
ー
タ
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
お
り
、
地
震

に
よ
っ
て
海
中
で
何
が
起
こ
っ
た
の
か
を

正
確
に
知
る 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
き
ち
ん
と
研
究

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

大
気
海
洋
研
究
所
は
、
こ
れ
ま
で
、
地

元
と
の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
を
対
象
に
し
た
勉
強
会
や
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
大
勢
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
10
月
に
は
「
大
槌
の
海
は
今
？
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
河
村
さ
ん
は
「
赤
浜
で
セ
ン
タ
ー

を
復
旧
さ
せ
、
町
の
財
産
と
な
る
よ
う
な

研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。
町
民
の
方
々

に
も
私
た
ち
の
研
究
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

「
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
は

　
　
　
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

　

　

蓬
莱
島
は
大
槌
湾
に
浮
か
ぶ
周
囲

2
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
島
で
す
。
島

の
弁
天
神
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
弁
財
天

は
、
古
く
か
ら
「
弁
天
様
」
と
呼
ば
れ
、

豊
漁
と
航
行
安
全
の
守
り
神
と
し
て
敬
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
藩
主

に
よ
る
領
内
巡
検
の
コ
ー
ス
に
組
み
込
ま

れ
て
お
り
、
当
時
か
ら
著
名
な
景
勝
地
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
形
劇
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ

う
た
ん
島
」
が
1
9
6
4
（
昭
和
39
）
年

に
放
映
さ
れ
る
と
、
町
民
は
、
蓬
莱
島
が

そ
の
モ
デ
ル
の
島
で
あ
る
と
信
じ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
蓬
莱
島
は
、
震
災
後
、
全
国
的
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
ひ
ょ
っ

こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
の
主
題
歌
の
歌
詞

が
、
震
災
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
町
民

※いずれも東京大学大気海洋研究所提供

「ひょっこりひょうたん島」のモデルとされる蓬莱島

の
心
に
響
き
、
人
形
劇
の
登
場
人
物
が
一

緒
に
課
題
解
決
に
立
ち
向
か
う
姿
が
震
災

復
興
へ
向
か
う
町
民
の
姿
と
重
な
り
合
っ

て
、
共
感
を
呼
び
起
こ
し
ま
し
た
。
町
で

は
島
を
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
昨
年

8
月
、
町
の
文
化
財
に
指
定
し
、
今
年
1

月
に
購
入
し
ま
し
た
。

　
「
蓬
莱
島
を
き
ち
ん
と
整
備
し
、
陸
中

海
岸
の
シ
ン
ボ
ル
に
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
瓦が

礫れ
き

が
あ
っ
て
ち
ょ
っ
と
危
な
い
。

き
ち
ん
と
整
備
し
て
、
ひ
ょ
う
た
ん
島
が

奇
麗
に
な
っ
た
際
に
、
イ
ベ
ン
ト
も
や
っ

て
い
き
た
い
」
と
、「
ひ
ょ
う
た
ん
島
復
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
表
の
岡
本
大
作
さ
ん

は
話
し
ま
す
。
現
在
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
赤
浜
地
区
に
限
ら
ず
20
名
ほ
ど
の

会
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

地
区
の
住
民
全
員
が
語
り
部
に

赤
浜
地
区
で
は
、
震
災
の
記
録
を
、
公

民
館
の
事
業
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
（
平
成
25
）
年
3
月
に
は
「
大

槌
町
赤
浜
地
区
住
民　

3
・
11
大
地
震
直

後
の
軌
跡
」
と
し
て
住
民
の
体
験
談
を
ま

と
め
ま
し
た
。
震
災
の
教
訓
を
次
世
代
に

継
承
し
よ
う
と
、
赤
浜
地
区
の
ほ
ぼ
全
世

帯
に
あ
た
る
2
3
3
人
の
証
言
を
集
め
ま

し
た
。
住
民
の
聞
き
取
り
調
査
は
赤
浜
公

民
館
を
中
心
に
行
わ
れ
、
東
京
大
学
の
都

市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
が
協
力
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
震
災
を
視
覚
化
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
震
が
起
き
た
直
後
の
写
真

を
中
心
に
し
た
冊
子
を
発
行
す
る
予
定
で

す
。赤

浜
公
民
館
長
の
古
舘
一
義
さ
ん
は

「
当
事
者
と
し
て
、
住
民
の
震
災
の
風
化
を

防
ぎ
た
い
。
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え

る
の
が
使
命
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

「
住
む
場
所
や
環
境
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
よ
う
と
、
自
然
は
容
赦
し
な
い
。
地

元
の
住
人
が
様
々
な
こ
と
を
理
解
し
て
、

知
識
を
身
に
つ
け
た
い
。
こ
の
知
識
を
財

産
に
、『
3
・
11
大
地
震
直
後
の
軌
跡
』
の

冊
子
を
教
本
に
、
地
区
住
民
全
員
が
語
り

部
と
な
り
、
震
災
の
あ
り
の
ま
ま
を
後
世

に
伝
え
て
い
き
た
い
」

復興通信　私たちがつくる　私たちの新しいまち

研究船での調査

公開講座潜水調査

研究船「弥生」
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資
源
を
生
か
し
楽
し
め
る
町
を

　
「
子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
へ
の
支
援

は
、
多
く
の
人
た
ち
が
や
っ
て
く
れ
て

い
る
。
な
ら
ば
、
僕
た
ち
は
、
こ
こ
に

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、
楽
し
い
、
と

思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

こ
う
と
活
動
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　

連
絡
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
20
代
か

ら
30
代
の
8
人
。
若
者
が
楽
し
め
る
よ

う
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
や
山
登
り
を
企

画
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
み
な

が
ら
防
災
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
創
作

し
た
、
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
防
災
戦
隊
・

ホ
ウ
ラ
イ
オ
ー
」
の
衣
装
を
身
に
付
け

て
登
場
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

川
端
さ
ん
は
高
校
を
卒
業
し
た
後
、

埼
玉
県
内
の
自
動
車
整
備
士
を
め
ざ
す

専
門
学
校
に
進
学
し
、
専
門
学
校
を
終

え
る
と
、
千
葉
県
内
で
働
き
ま
し
た
。

バ
イ
ク
が
趣
味
で
し
た
が
、
バ
イ
ク
で

気
軽
に
出
か
け
ら
れ
る
場
所
が
少
な

か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

大
槌
に
戻
り
、
若
い
人
が
楽
し
め
る

施
設
は
少
な
い
け
れ
ど
、
自
然
の
遊
び

場
が
た
く
さ
ん
あ
る
故
郷
を
見
直
し
た

そ
う
で
す
。

　

現
在
、
漁
師
修
行
中
。「
修
行
を
積
ん

で
男
の
浜
の
料
理
教
室
を
や
り
た
い
。

若
者
が
楽
し
め
る
企
画
を
ど
ん
ど
ん
実

行
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　

安
渡
の
実
家
は
被
災
し
、
仮
設
住
宅

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。「
ど
の
よ
う
な
町

に
な
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
ん

な
状
況
で
も
僕
は
楽
し
ん
で
い
る
と
思

う
。
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
笑
顔
の
素
敵
な

人
に
な
り
た
い
」

　
「
自
分
の
ま
ち
を
知
り
、
資
源
を
生
か

し
て
楽
し
む
」
と
川
端
さ
ん
。
若
い
人

た
ち
の
自
由
な
発
想
が
若
者
の
定
住
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
可
能
性
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

川端雄貴さん

 

被
災
者
を
支
援
し
多
様
な
活
動

　

町
民
が
行
政
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
く
。
そ
ん
な
時
代
が

来
る
。
当
時
、
町
づ
く
り
活
動
を
し
て

い
た
「
和
夢
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
若

者
た
ち
を
中
心
に
平
成
13
（
2
0
0
1
）

年
７
月
に
設
立
。
御
社
地
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
運
営
管
理
を
町
か
ら
委
託
さ

れ
、
そ
こ
を
拠
点
に
文
化
活
動
を
始
め
、

地
産
地
消
を
め
ざ
し
た
活
動
や
環
境
保

全
の
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

震
災
後
は
町
外
の
支
援
団
体
と
交
流

し
な
が
ら
活
動
の
幅
を
広
げ
て
き
ま
し

た
。
被
災
者
の
生
活
支
援
を
目
的
に
し

た「
お
お
ち
ゃ
ん
人
形
」の
制
作
と
販
売
、

「
福
祉
車
」
で
の
買
い
物
、
通
院
の
支

援
を
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
仮
設
住

宅
団
地
で
の
野
菜
の
移
動
販
売
、
町
民

の
手
づ
く
り
品
を
一
カ
所
に
集
め
、
お

お
ち
ゃ
ん
人
形
も
含
め
た
販
売
、
手
づ

く
り
品
の
講
習
会
も
出
来
る
マ
ス
ト
内

で
の
「
ぐ
る
っ
と
お
お
つ
ち
シ
ョ
ッ
プ
」

の
運
営
…
…
。

多
様
な
被
災
者
支
援
活
動
の
中
で
、

地
元
の
人
に
密
着
し
、
親
し
ま
れ
て
い
る

の
が
「
お
お
つ
ち
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
」

で
す
。
町
か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て
運

営
す
る
臨
時
の
災
害
Ｆ
Ｍ
で
、
大
槌
弁
で

「おおつちさいがいエフエム」の収録風景

震災後、多くの個人や団体が大槌町の復興支援に取り組んでいます。
被災者に寄り添い、ともに歩む、これらの人や団体を紹介します。

〒
0
2
8

-
1
1
2
1

大
槌
町
小
鎚
27

-

41

-

4

T
E
L  

0
1
9
3
（
5
5
）
5
2
2
1

復興通信　「復興を支える人　支える団体」

大
槌
の
現
状
や
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

震
災
の
停
電
時
に
多
く
の
人
が
ラ
ジ

オ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
ま
し
た
。

「
人
の
声
が
聞
こ
え
る
と
い
う
安
心
感
」「
広

域
に
き
め
細
か
い
地
域
の
情
報
を
発
信

出
来
、
多
く
の
人
が
様
々
な
状
況
下
で

情
報
を
得
ら
れ
る
」。
ラ
ジ
オ
は
助
け
合

い
の
町
に
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
へ
の

自
立
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
理
事
の
小
向
幹
雄
さ
ん
（
79
）

は
「
震
災
前
よ
り
活
動
の
幅
は
広
が
り

ま
し
た
が
、
顔
の
見
え
る
交
流
を
は
か
る

と
い
う
軸
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
心
豊

か
に
、
暮
ら
し
や
す
い
、
住
み
や
す
い
幸

福
感
の
あ
る
ま
ち
に
、
と
い
う
思
い
で
活

動
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

被災地の用地取得を支援するため復興庁が日本司法書
士会連合会を通じて採用した 2 人の司法書士が大槌町に
着任しました。5 月 2 日に着任したのが香川県三

み

豊
とよ

市出身
の小

こ

山
やま

純
すみ

徳
のり

さん（66）。6 月 3 日に着任したのが名古屋市
出身の川北俊介さん（33）。それぞれの辞令交付式で碇川
豊町長は「復興が加速するよう期待しています」と激励し
ました。

小山さんは 30 年間ほどの司法書士の経験があり、主に
相続登記を手掛けてきました。震災で、友人の親戚が大槌
で犠牲になったことから、大槌を希望して赴任してきまし
た。一方、川北さんは同志社大学法学部を卒業後、名古屋
市内の司法書士事務所に勤務し、被災地を支援したいと、
派遣事業に応募しました。

小山さんは「困難があっても一つひとつ積み重ねてい
けば、道は開ける」、川北さんは「経験を生かし周りと協
力しながらやっていきたい」とそれぞれ抱負を語っています。

大槌町では買収予定地の所有者がわからなかったり、
相続人が多数いて当事者間の話し合いに時間がかかったり
して用地買収が難航しているケースが少なくありません。
司法書士の来援や用地取得の迅速化をめざす復興特区法改
正で、用地買収が円滑に進むことが期待されています。

Topics 用地取得に司法書士来援～小山さん、川北さん着任

用地課に配属された小山純徳さん（右）と
川北俊介さん（左）＝大槌町役場

大槌町に本社を置く「株式会社ナカショク」は、
イカの唐揚げやサバ、サンマの竜田揚げなどを製造、
販売する水産加工会社です。現在は、小枕に最新
設備を備えた製造工場を構えて、大手スーパーマー
ケットなどに商品を納入しています。

震災前から大槌町で水産加工業を営んでいました
が、津波で建物や機械設備、在庫などすべての資産
を失いました。「何とかしなければいけない。とに
かくなりふり構わずだった」と当時を振り返る齊藤
勲社長は、国の支援制度を活路にして加工場を完成
させました。しかし、復興需要で建設費が高騰し、
材料となる水産物を保管するための冷凍施設をあき
らめなければなりませんでした。

逆境の中で支えになったのは、全国各地からの支
援でした。同じく被災した仲間同士で結成した「立
ち上がれ！ど真ん中・おおつち」プロジェクト。一
口１万円で出資を募り、復興のために全国に手助け
を求めました。この取り組みが全国紙で報じられる
と、全国各地から申し込みが殺到し、会社再建のた
めの道筋が見えてきました。齊藤社長は、この時の
支援あってこそ今のナカショクがあるのだと語りま
す。その後、別の支援制度を活用して平成 25（2013）
年 4 月には、念願の冷凍施設も完成し、本格的な再
稼働にこぎつけました。

しかし、工場と冷凍施設は完成しましたが、ま

だまだ生産能力は十分ではありません。会社の成長
のためには、規模の拡大が必要です。今後は、焼き
魚や煮魚の商品を生産するための工場の建設を目指
しています。まだまだ課題は山積していますが、齊
藤社長には大槌町復興のためのアイディアがありま
す。それは、「産業まつり」の復活と、食に関連し
たイベントの同時開催です。もっと町にたくさんの
人を呼び込まなければいけない。そして、「大槌」
のブランド化を目指すべきだと齊藤社長。「いずれ
は、大槌町から B1 グランプリに出場したい」と夢
は広がります。

「株式会社ナカショク」
～広がる全国からの支援の輪〜

＊�「復興通信」では、産業復興に頑張る地元企業の姿などを伝
えるコーナーを「産業復興だより」と題して毎号連載してい
きます。

〒 028-1121　大槌町小鎚 28-161-1
               ＴＥＬ　0193-55-5450

社長の齊藤勲さん

「復興を支える人　支える団体」

大
槌
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
会
長

川
端
雄ゆ

う
貴き

さ
ん
（
25
）

N
P
O
法
人

ま
ち
づ
く
り
・
ぐ
る
っ
と
お
お
つ
ち

産業復興

だより
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　災害公営住宅入居者募集（戸建てタイプ）
大ケ口二丁目第２町営住宅、柾内町営住宅（計３６戸）の入居者を募集します。
（大ケ口二丁目災害公営住宅・柾内災害公営住宅）

◆申込期間　　７月１０日（木）から７月３１日（木）
◆申込方法　　�入居申込書に必要事項を記入し、り災証明書などを添付のうえ、役場１階に設置する災害公営住

宅受付窓口にご提出ください。郵送による申し込みも受け付けます。※郵送の場合は７月２８日
（月）までの消印有効。

◆郵送による送付先　　　〒０２８－１１９２　岩手県上閉伊郡大槌町上町１－３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大槌町　環境整備課　庶務管理班　宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（封筒に「災害公営住宅入居募集」と朱書きしてください）
◆募集する住宅　（住宅名は仮称です。）

住宅名（仮称） 建物形式 入居の予定時期 間取り・戸数

　　大ケ口二丁目
　　第２町営住宅

戸建て
・木造２階建て
・駐車場２台分あり
・ペット飼育可

平成 26 年 10 月
３ＤＫ　１３戸
４ＤＫ　１０戸

計２３戸

　　柾内町営住宅

戸建て
・木造２階建て
・駐車場２台分あり
・ペット飼育可

平成 27 年 1 月
３ＤＫ　６戸
４ＤＫ　７戸

計１３戸

◆入居申込ができる人
　次の（１）から（７）までのすべての要件を満たしていることが必要です。
　（１）次のいずれかを満たす人であること。
　　　ア．東日本大震災により住宅が全壊した人
　　　イ．東日本大震災により住宅が大規模半壊もしくは半壊し、住宅の解体を余儀なくされた人
　　　ウ．東日本大震災により住宅が一部損壊し、修繕や補修では住宅の機能を回復できないとされ、住宅の解
　　　　　体を余儀なくされた人
　　　エ．東日本大震災により賃借した住宅の損傷を契機として、自己都合によらず退去せざるを得なくなり、
　　　　　住宅を失った人
　　　オ．東日本大震災の復興に伴い実施される国で定める事業（都市計画事業など）により、移転を余儀なく
　　　　　された人
　（２）大槌町内で被災した住宅に居住していた人であること。
　（３）応急仮設住宅（みなし仮設を含む）などに居住しており、住宅に困窮している人であること。
　　　　（現在、住宅料などを支払っている人は応募できません）
　（４）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する「暴力団員」が世帯員にいな
　　　  いこと。
　（５）住宅再建に関する補助金（被災者生活再建支援金〈加算支援金〉など）を受給していない人であること。
　（６）不自然な世帯分離（離婚していない夫婦の別居など）をしていない人であること。
　（７）防災集団移転促進事業により整備された宅地に居住していない人であること。

◆申し込みができる間取り
　選考の際に、各間取りに設定された「想定人員」を考慮します。

◆入居者の決定方法　（詳しくは募集案内をご確認ください。）
１．提出いただいた入居申込書の内容に基づき、間取り適正などの住宅に対する困窮度を踏まえて選考します。

なお、応募戸数を上回った場合には公開抽せんにより決定します。
２．選考及び抽選により入居の仮決定を行います。入居仮決定者には、町から仮決定通知と併せて必要とな

る提出書類の内容をお知らせします。
３．提出された書類などにより入居資格の審査を行い、合格された場合、入居の決定をいたします。

◆申込書の配布
　平成２６年７月１０日（木）から下記の場所で配布しています。町外に避難されている人などで、入居申込
書を郵送希望の人は、下記の配布場所へご連絡ください。
　大槌町ホームページからダウンロードし、印刷することもできます。
　（http://www.town.otsuchi.iwate.jp/bunya/saigai_koei/）
　【配布場所】
　　環境整備課　庶務管理班（役場２階）　℡ ０１９３－４２－８７２２
◆申し込みから入居までの流れ

　　　　なお、電気・ガス・水道・電話などの手続きは入居の決定後に、入居者が行います。

　　　　　　　◆問い合わせ先　環境整備課　庶務管理班　℡ ０１９３−４２−８７２２
　　津波復興拠点事業区域に伴う地区計画 (案 ) の都市計画法の縦覧を行います
　町では、町方・安渡の両地区における津波復興拠点事業区域の地区計画（案）について、町民の皆さま
へ都市計画法に基づいた都市計画の案の縦覧を次のとおり行います。

　◆大槌都市計画各案の縦覧
　　縦覧内容　町方・安渡地区 ( 津波復興拠点 ) の地区計画 ( 案 )（大槌町決定）
　　縦覧期間　７月１１日（金）～７月２４日（木）（土、日も縦覧可）
　　縦覧時間　午前８時３０分～午後５時１５分
　　縦覧場所　復興推進課（役場２階）
　　※内容は、町ホームページでも縦覧することができます。
　◆意見書の提出
　　都市計画案について、町に対して意見書を提出することができます。
　　意見書は、7 月 24 日 ( 木 ) までに、下記の縦覧場所へ提出してください。（郵送可：期日消印有効）
　　〒 028-1115 大槌町上町 1-3　大槌町役場　復興局　復興推進課
          　　　　　◆問い合わせ先　　復興推進課　　℡ ０１９３−４２−８７１４

入居者人数 3DK 4DK 優先される入居人員
１人 　　ー ー

　　　３ＤＫは３人以上
　　　４ＤＫは４人以上

２人 ○ ー
３人 ◎ ○
４人以上 ◎ ◎

○間取り適正について
　各間取りに設定された想定人員において、入居が優先される人数のことです。
　・３DKの場合は３人以上で居住される人が優先されます。
　・４DKの場合は４人以上で居住される人が優先されます。

「◎」…間取り適正の優先者　「○」…申込み可　「―」…申込み不可

大ケ口二丁目第２町営住宅イメージ 柾内町営住宅イメージ
 

申
込
受
付

申
請
書
審
査

仮
決
定
者
通
知

 

書
類
提
出

 

資
格
審
査

決
定
者
通
知

入
居
手
続
き

　
入
　
居

復興通信「復興局からのお知らせ」復興通信「復興局からのお知らせ」
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に
あ
た
っ
て
は
、
町
が
作
成
し
た
企
画
提
案
実
施
要
項
に
基

づ
き
、
公
募
形
式
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
町
民
の
理
解
な
く
し
て
進
め
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
町
議
会
や
町
民
に
趣
旨
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
周
知
期
間
を
置
き
、
今
年
秋
ご
ろ

か
ら
調
査
に
入
り
ま
す
。
今
年
度
内
の
中
間
報
告
を
経
て
、

来
年
の
夏
ご
ろ
ま
で
に
調
査
を
終
え
、
記
録
集
の
編
集
に
取

り
か
か
る
予
定
で
す
。

総
合
政
策
課
　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
8
7
2
4

の
お
人
柄
、
経
歴
、
生
前
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
犠
牲
者
に
贈
る

言
葉
な
ど
を
お
伺
い
し
、
故
人
の
人
生
を
た
ど
り
、
記
録
し

ま
す
。
聞
き
取
り
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に
了
解
を
得
る
と

と
も
に
、
聞
き
取
り
調
査
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
人
が
傷
つ

く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。

　

記
録
は
紙
媒
体
に
よ
る
記
録
集
に
ま
と
め
、
話
を
お
伺
い

し
た
方
々
に
お
渡
し
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
話
を
お
伺
い
し

た
人
の
承
諾
を
得
て
、
設
置
が
検
討
さ
れ
て
い
る
図
書
館
（
メ

デ
ィ
ア
コ
モ
ン
ズ
）
な
ど
で
、震
災
記
録
の
一
つ
と
し
て
保
存
、

公
開
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
か
じ
取
り

役
を
担
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
調
整
し
、
聞
き
取

り
調
査
対
象
者
へ
の
案
内
役
を
紹
介
し
た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
趣
旨
を
町
内
に
周
知
し
た
り
す
る
の
が
そ
の
役
割
で
す
。

調
査
が
犠
牲
者
全
員
を
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
委
員

は
特
定
の
地
域
に
偏
ら
な
い
よ
う
、
町
内
各
地
区
か
ら
入
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
4
人

の
方
々
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
阪
神
淡
路

大
震
災
の
際
、
犠
牲
者
の
関
係
者
か
ら
聞
き
取
り
調
査
し
、

そ
の
結
果
を
冊
子
に
ま
と
め
た
神
戸
大
学
大
学
院
の
近
藤
民

代
准
教
授
、
大
槌
町
東
日
本
大
震
災
検
証
報
告
書
を
ま
と
め

た
防
災
都
市
計
画
研
究
所
の
吉
川
忠た

だ

寛ひ
ろ

所
長
、
そ
れ
に
今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
じ
よ
う
な
趣
旨
の
も
と
、
犠
牲
者
を

追
悼
す
る
欄
を
紙
面
化
し
た
岩
手
日
報
社
、
朝
日
新
聞
社
の

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
記
者
の
合
わ
せ
て
4
人
に
助
言
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
取
材
、
編
集
業
務
を
一
括
し
て

外
部
に
委
託
し
、
実
施
し
ま
す
。
業
務
委
託
候
補
者
の
選
定

総
合
政
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
大
槌
町
「
生
き
た
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
概
要

■大槌町「生きた証プロジェクト」　実行委員会委員の顔ぶれ
氏　名 肩　書

○上野　ヒデ（72） 町連合婦人会長
　小林　敏子（72） 町老人クラブ連合会事務局長
　小林　一成（74） 上町ふれあいセンター館長
　中村百合子（71） 安渡町内会副会長
　菊池　公男（75） 赤浜公民館運営委員会委員長
　芳賀　　衛（66） 元消防団第 3 分団長
　台野　　宏（69） 浪板地区自主防災会長 
　煙山　佳成（75） 前町消防団長　
◎高橋　英悟（42） 吉祥寺住職、釜石仏教会事務局長
　阿部　義正（56） 町議会副議長
　金﨑　悟朗（63） 町議会議員
　三浦　　諭（36） 町議会議員
　麦倉　　哲（58） 岩手大学教授　　
　窪田　亜矢（45） 東京大学特任教授　

（計 14 名、敬称略、◎委員長、○副委員長）

実行委員会はプロジェクトの進行に合わせ折に触れて開くこと　
にしています＝ 5月 30 日、大槌町役場

　

大
槌
町
の
「
生
き
た
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
目
的
は
、「
忘

れ
な
い
」「
犠
牲
者
の
供
養
」「
災
害
記
録
の
継
承
」
の
三
点

に
集
約
さ
れ
ま
す
。
不
条
理
に
生
を
奪
わ
れ
た
犠
牲
者
の
「
生

き
た
証
」
を
記
録
に
残
す
こ
と
で
、
町
と
し
て
、
犠
牲
者
一

人
ひ
と
り
を
忘
れ
ず
に
供
養
し
、
震
災
を
風
化
さ
せ
ず
に
後

世
に
継
承
し
て
い
く
と
い
う
強
い
意
思
を
示
し
ま
す
。

　

聞
き
取
り
調
査
は
、
死
者
8
0
5
人
、
行
方
不
明
者

4
2
9
人
、
関
連
死
50
人
、
合
わ
せ
て
1
2
8
4
人
（
平

成
26
年
5
月
1
日
現
在
）
の
犠
牲
者
全
員
を
対
象
に
行
い
ま

す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
か
け
が
え
の

な
い
人
生
が
あ
り
ま
し
た
。
犠
牲
者
に
近
い
人
に
、
犠
牲
者

農
林
水
産
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
大
槌
町
漁
業
学
校
開
催
の
お
知
ら
せ

　

町
内
で
漁
業
を
営
ん
で
み
た
い
と
希
望
す
る
人
が
、
大
槌

の
漁
業
に
関
す
る
初
歩
的
な
技
術
や
知
識
、
地
域
の
実
態
な

ど
を
体
験
し
、
理
解
を
深
め
、
新
規
就
業
の
き
っ
か
け
と
な

る
機
会
を
経
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座
で
す
。
講
習
終

了
後
は
、
次
の
「
本
格
養
成
講
座
」
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、

地
元
で
の
漁
業
就
業
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
受
講
対
象
者

　

大
槌
町
の
漁
業
に
興
味
が
あ
り
、
就
労
意
欲
の
あ
る
お
お

む
ね
50
歳
未
満
の
健
康
な
人

■
講
習
期
間

　

8
月
4
日
（
月
）
か
ら
8
月
8
日
（
金
）　

※
今
秋
に
も
開
催
予
定

■
集
合
日
時
・
場
所

　

8
月
4
日
（
月
）
12
時
30
分　

大
槌
町
役
場
へ
集
合

■
定
員
　
5
名
程
度

■
募
集
期
間　

7
月
25
日（
金
）必
着

■
参
加
費　

受
講
料
無
料
。
期
間
中
の
宿
泊
費
※
お
よ
び
傷

害
保
険
料
は
主
催
者
で
負
担
し
ま
す

※�

朝
夕
食
付
。
講
習
期
間
中
は
事
務
局
が
指
定
し
た
宿
泊
施

設
に
ご
宿
泊
い
た
だ
き
ま
す

・�

大
槌
町
ま
で
の
往
復
旅
費
お
よ
び
宿
泊
費
以
外
の
生
活
費

は
各
自
の
負
担
と
な
り
ま
す

■
そ
の
他

・�

作
業
の
際
に
着
用
す
る
長
靴
、
合
羽
、
作
業
手
袋
は
事
務

局
が
貸
与
し
ま
す

▼��

体
験
講
座

　

漁
業
の
新
た
な
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
の
、「
新
規
漁
業
就
業
者
体
験
講
座
」
と
「
新
規
漁
業
就
業
者
本
格

養
成
講
座
」
の
参
加
募
集
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

※
漁
船
漁
業
へ
の
就
業
な
ど
、
こ
の
ほ
か
の
就
業
コ
ー
ス
に

　

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
定
員　

定
置
網
漁
業
2
名
、
養
殖
漁
業
４
名
の
計
６
名

■
募
集
期
間　

8
月
22
日（
金
）必
着

■
参
加
費

・�

受
講
料
は
無
料
。

■
住
居

・�

研
修
期
間
中
の
住
居
に
つ
い
て
は
、
自
宅
か
ら
通
う
の
が

困
難
な
人
に
は
、
無
料
で
仮
設
住
宅
を
提
供
し
ま
す
。

▽
共
通
事
項

・�

本
格
養
成
講
座
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
体
験
講
座

（
8
月
4
日
～
8
日
）
へ
の
参
加
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
都

合
に
よ
り
参
加
で
き
な
い
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・�

本
格
養
成
講
座
終
了
後
に
独
立
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

大
槌
町
で
は
独
自
の
支
援
制
度
（
就
業
奨
励
金
な
ど
）
を

検
討
中
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ

　

い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
槌
町
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
、
左
記
の
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

受
講
申
込
書
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
期
日
ま
で
に
事
務
局
あ
て
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
受
講
申
込
書
は
、
大
槌
町
Ｈ
Ｐ
も
し
く
は

事
務
局
と
な
る
一
般
財
団
法
人 

漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究

所
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
大
槌
町
Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.tow
n.otsuchi.iw

ate.jp/

○
漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究
所
Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.jific.

or.jp/

■
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
【
事
務
局
】一
般
財
団
法
人 

漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究
所

　

℡ 

0
3
（
5
8
3
3
）
3
2
2
4

　

F
A
X 

0
3
（
5
8
3
3
）
3
2
2
6

　

E-m
ail　

shibata@
jific.or.jp　

（
担
当
：
石
井
、
柴
田
）

▼
新
規
漁
業
就
業
者
本
格
養
成
講
座

　

町
内
で
漁
業
を
営
ん
で
み
た
い
と
希
望
す
る
人
が
、
大
槌

の
漁
業
に
就
業
し
、
理
解
を
深
め
、
就
業
に
必
要
な
知
識
、

技
術
の
取
得
や
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。
3
ヵ

月
間
の
講
座
終
了
後
も
地
元
漁
業
者
の
下
で
経
験
を
積
み
、

独
り
立
ち
を
目
指
し
ま
す
。

■
受
講
対
象
者　

大
槌
町
に
定
住
し
、
漁
業
を
営
む
意
思
が

あ
り
、
左
記
の
条
件
を
満
た
す
人

・�

地
域
、
漁
業
の
ル
ー
ル
を
守
れ
る
人

・�

自
治
会
活
動
な
ど
地
域
行
事
に
参
加
で
き
る
人

・�

体
力
に
自
信
が
あ
る
人

■
講
習
期
間
　
9
月
1
日（
月
）か
ら
11
月
30
日（
日
）【
3
ヵ
月
間
】

■
講
習
コ
ー
ス　

本
格
養
成
講
座
受
講
申
し
込
み
時
に
希
望
す

る
漁
業
種
類
（
定
置
網
漁
業
も
し
く
は
養
殖
業
）
を
選
択
し
て

い
た
だ
き
、
受
講
と
同
時
に
乗
組
員
と
し
て
雇
用
し
ま
す
。

▼
コ
ー
ス
①
定
置
網
漁
業

　

定
置
網
漁
獲
物
（
サ
ケ
、
サ
バ
、
イ
カ
な
ど
）
の
水
揚
げ
、

選
別
、
出
荷
作
業
、
網
の
補
修
作
業
な
ど

▽
就
業
形
態　

乗
組
員
と
し
て
雇
用

▽
研
修
中
の
収
入　

約
22
万
円
～
／
月
（
※
保
険
料
・
税
額

控
除
前
の
金
額
）

▼
コ
ー
ス
②
養
殖
業

　

ワ
カ
メ
、
カ
キ
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
に
関
わ
る
作
業
全
般
（
養

殖
施
設
の
管
理
、
収
穫
、
加
工
、
出
荷
作
業
な
ど
）

▽
就
業
形
態　

従
業
員
と
し
て
雇
用

▽
研
修
中
の
収
入　

18
・
8
万
円
／
月
を
予
定
（
※
保
険
料
・

税
な
ど
控
除
前
の
金
額
）
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平
成
26
年
７
月
１
日（
火
）か
ら
、
臨
時
福
祉

給
付
金
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
６
月
末
日
ご

ろ
ま
で
に
、
給
付
金
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
世
帯
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※
申
請
書
が
届
い
て
も
給
付
金
の
対
象
と
な
ら

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
書
が
届
い
た
ら
、
案
内
文
書
を
よ
く
お

読
み
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
の

う
え
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
保
健
福
祉
課
窓

口
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
役
場
以

外
で
の
申
請
書
の
受
付
場
所
に
つ
い
て
は
、
申

請
書
に
同
封
し
ま
す
の
で
、
日
時
・
場
所
な
ど

を
ご
確
認
い
た
だ
き
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

７
月
１
日（
火
）か
ら
10
月
１
日（
水
）

■
受
付
時
間　

平
日
8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

■
給
付
時
期　

申
請
受
付
日
の
翌
月
末
に
指
定

口
座
に
振
り
込
み
の
予
定
で
す
。（
審
査
に
日
数
を

要
し
、振
り
込
み
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
提
出
書
類
な
ど

○
申
請
書
（
申
請
・
受
給
者
お
よ
び
支
給
対
象

　

者
の
押
印
が
必
要
で
す
。）

○
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
な
ど
の
写
し
）

○
指
定
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類（
通
帳
な
ど

　

の
写
し
）

○
扶
養
者
が
町
外
に
住
所
を
有
す
る
場
合
は
、

　

非
課
税
証
明
書

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
確
認
書
類
の
添
付
を

　

求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
給
付
対
象
者　

平
成
26
年
度
分
町
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
人

　

た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
人
は
対
象
外
で
す
。

・
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
人
が
課
税
さ
れ
る
場
合

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

保
健
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼��
臨
時
福
祉
給
付
金

※
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
る
収
入
（
所
得
）

　

が
あ
る
人
で
、
申
告
を
行
わ
れ
て
い
な
い
人

　

は
、
市
町
村
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

■
給
付
額

○
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

○
給
付
対
象
者
の
中
で
次
に
該
当
す
る
人
は　

　

５
０
０
０
円
を
加
算

・
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

　

礎
年
金
な
ど
の
受
給
者
（
※
１
）

・
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

　

受
給
者
な
ど(

※
２)

※
１　

平
成
26
年
3
月
分
の
受
給
権
が
あ
り
、

　

か
つ
、
4
月
分
ま
た
は
5
月
分
の
年
金
の
支

　

払
い
が
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

※
２　

平
成
26
年
1
月
分
の
手
当
な
ど
を
受
給

　

し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

■
申
請
先　

申
請
先
は
、
基
準
日
（
平
成
26
年

１
月
１
日
）
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村

■
そ
の
他

　

原
則
と
し
て
、
申
請
期
間
外
の
申
請
は
受
け

付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
26
年
1
月
1

日
時
点
で
大
槌
町
に
住
民
票
の
な
い
人
の
申
請

は
、
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

平
成
26
年
７
月
１
日
（
火
）
か
ら
、
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
受
付
を
開
始
し
ま

す
。
６
月
末
日
ご
ろ
ま
で
に
、
該
当
世
帯
に
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
申
請
書
が
届
い
た
ら
、

案
内
文
書
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
き
、
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
提
出
書
類
を
添
え

て
、
大
槌
町
保
健
福
祉
課
窓
口
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
役
場
以
外
で
の
申
請
書
の

受
付
場
所
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
に
同
封
し
ま

す
の
で
、
日
時
・
場
所
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ

き
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
火
）か
ら
10
月
１
日（
水
）

■
窓
口
受
付
時
間

　

平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

■
給
付
時
期　

申
請
受
付
日
の
翌
月
末
に
指
定

口
座
に
振
り
込
み
の
予
定
で
す
。（
審
査
に
日
数

を
要
し
、
振
込
み
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
提
出
書
類
な
ど　

申
請
書

※
児
童
手
当
の
振
込
先
指
定
口
座
以
外
の
支
払

い
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
免
許
証
な
ど
本
人

確
認
書
類
、
金
融
機
関
の
通
帳
な
ど
の
写
し
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
給
付
対
象
者　

基
準
日
（
平
成
26
年
１
月
１

日
）
に
お
け
る
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当

の
受
給
者
で
、
そ
の
前
年
の
所
得
が
児
童
手
当

の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
方

■
対
象
児
童

　

給
付
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手

当
の
対
象
と
な
る
児
童

※
た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
お
よ

　

び
生
活
保
護
の
被
保
護
者
な
ど
は
除
く
。

■
給
付
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

■
申
請
先 　

申
請
先
は
、
基
準
日
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
市
町
村

■
そ
の
他

　

原
則
と
し
て
、
申
請
期
間
外
の
申
請
は
受
け
付

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
26
年
1
月
1
日
時

点
で
大
槌
町
に
住
民
票
の
な
い
人
の
申
請
は
、
受

け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課 

地
域
福
祉
班

　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
8
7
1
5

※
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」
の
両
方
を
受
け
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

ど
ち
ら
か
一
つ
の
給
付
金
で
す
。

▼
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

行
政
相
談
委
員
の
若わ

こ
う生

晃あ
き
らさ

ん
が
、
5

月
22
日
に
東
北
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
地
域
住
民
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
を
受

け
付
け
、
関
係
機
関
へ
の
通
知
や
照
会
、

皆
さ
ま
へ
の
解
決
に
向
け
た
助
言
を
行
い

ま
す
。

　

若
生
さ
ん
は
、
平
成
15
年
か
ら
現
在
ま

で
行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、

業
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
は
、
毎
月
１
回
役
場
に
お
い

て
相
談
所
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

総
務
課
総
務
班

　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
8
7
1
0

▼
行
政
相
談
委
員
の
若
生
晃
さ
ん

　
が
東
北
管
区
行
政
評
価
局
長
表

　
彰
を
受
賞

《
医
療
費
受
給
者
証
》

　

現
在
交
付
し
て
い
る
医
療
費
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
７
月
末
で
す
。
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
は
忘
れ
ず
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
受
給
者
証
は
、
各
医
療
費
給
付
事
業

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
所
得
な
ど
を
確

認
し
、
該
当
す
る
人
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
、
７
月
中
旬
に
有
効
期
間
を
更
新

し
た
受
給
者
証
と
「
医
療
費
受
給
者
証
交
付
（
更

新
）
申
請
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。
同
申
請
書
の
記

載
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
７
月
中
に
町
民

課
国
保
年
金
班
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
変
更
が

無
い
場
合
は
、
申
請
書
の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
所
得
な
ど
が
確
認
で
き
な
い
人
に
は

申
請
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
必
要
書
類
を

持
参
し
、
町
民
課
国
保
年
金
班
窓
口
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
医
療
費
給
付
事
業

・�

乳
幼
児
医
療

・�

ひ
と
り
親
家
庭
医
療

・�

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療

・�

す
こ
や
か
子
育
て
医
療

《
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
》

　

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
は
、
平
成
26

年
８
月
１
日
で
更
新
と
な
り
ま
す
。
今
月
下
旬

に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
平
成

26
年
８
月
１
日
以
降
は
新
し
い
受
給
者
証
を
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

大
槌
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
70
歳
以
上
の
人

《
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
》

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は
、
平
成
26

町
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼��

保
険
証
な
ど
の
更
新
に
つ
い
て

▼
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予

　
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
に
は
、
所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど

で
経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、

申
請
に
よ
っ
て
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
免

除
ま
た
は
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
26
年

度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
は
7
月
か

ら
受
け
付
け
て
い
ま
す（
免
除
の
承
認
期
間
は
、

7
月
か
ら
翌
年
の
6
月
ま
で
で
す
。）。
保
険
料

の
免
除
を
希
望
す
る
人
は
申
請
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・�

免
除
申
請
の
場
合
は
、「
申
請
者
本
人
、
申

請
者
の
配
偶
者
、
世
帯
主
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
所
得
、
納
付
猶
予
申
請
の
場
合
は
、「
申

請
者
本
人
、
申
請
者
の
配
偶
者
」
の
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

・�

未
申
告
の
場
合
は
審
査
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
毎
年
所
得
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

他
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
人

　

ご
本
人
、
配
偶
者
ま
た
は
世
帯
主
（
納
付
猶

予
申
請
の
場
合
は
ご
本
人
と
配
偶
者
）
で
、
平
成

26
年
１
月
２
日
以
降
に
大
槌
町
へ
転
入
し
た
人

は
、
平
成
26
年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
し
て
い

た
市
区
町
村
か
ら
、
前
年
の
所
得
証
明
書
を
取

り
寄
せ
添
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
第
２
回
講
座　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
は
じ
め
よ
う

〜
正
し
く
美
し
い
姿
勢
を
身
に
つ
け
、
若
々
し

く
生
活
し
ま
し
ょ
う
〜

■
日
時
　
７
月
27
日（
日
）　

15
時
か
ら
16
時
30
分

■
会
場　

大
ケ
口
多
目
的
集
会
所

■
持
ち
物　

体
の
下
に
敷
く
バ
ス
タ
オ
ル
、
枕

代
わ
り
に
使
用
す
る
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
水

■
受
講
料　

無
料

■
対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
60
歳
以
上

の
人
、
ま
た
は
女
性　

※
定
員
は
12
名
で
す
。

■
申
し
込
み

　

7
月
25
日
（
金
）
17
時
ま
で
に
、
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
住
所
を
生
涯
学
習
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い

生
涯
学
習
課
　
℡
0
1
9
3（
4
2
）2
3
0
0

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー
・
女
性

　
の
ひ
ろ
ば
第
２
回
講
座
受
講
生
を
募

　
集
し
ま
す

◎
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
申
請
時
点
か
ら
2
年

1
ヵ
月
前
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
さ
か
の
ぼ
っ
て

免
除
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。24
、25
年
度
分
で
未
納
期
間
が
あ
る
人
は
、

こ
の
機
会
に
免
除
申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

【
申
請
手
続
き
の
方
法
】

■
申
請
場
所　

町
民
課
（
役
場
1
階
）

■
必
要
書
類

①
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の（
年
金
手
帳
・

　

納
付
書
な
ど
）

②
ハ
ン
コ

③
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
ま
た
は
「
離

　

職
票
」
の
写
し
（
失
業
な
ど
に
よ
り
、
免
除

　

な
ど
の
申
請
を
行
な
う
場
合
）

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
民
課
国

　

保
年
金
班
ま
た
は
、
宮
古
年
金
事
務
所
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
民
課
　
国
保
年
金
班

　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
8
7
1
3

　
宮
古
年
金
事
務
所

　
℡
0
1
9
3
（
6
2
）
1
9
6
3

　

平
成
26
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
を
今
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
の
対
象

と
な
る
方
に
は
「
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
を

同
封
し
て
い
ま
す
。

　

年
度
途
中
で
資
格
取
得
し
た
人
や
、
年
金
額

や
保
険
料
額
に
よ
り
天
引
き
に
な
ら
な
い
人

は
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
払
い
、
口
座
振
替
）

に
な
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
く
、
安
心
・
便

利
な
口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保

　
険
料
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

に
つ
い
て
は
、
通
帳
と
届
出
印
を
お
持
ち
に
な

り
、
町
指
定
の
金
融
機
関
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
保
険
料
が
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
全
国
各
地
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
営
業
時
間
内
に
曜
日
や
時

間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
納
付
が
で
き
ま
す

し
、
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
町
民
課 

国
保
年
金
班

　
　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
8
7
1
3

　
・
介
護
保
険
料

　
　
長
寿
課 

介
護
班

　
　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
8
1
6
1

町
民
課
・
長
寿
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
8
月
1
日
で
更
新
と
な
り
ま
す
。
今
月
中
旬

に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

平
成
26
年
8
月
1
日
以
降
は
新
し
い
被
保
険
者

証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
て

お
り
、
今
年
度
も
継
続
し
て
交
付
対
象
に
な
る

人
に
は
新
し
い
認
定
証
を
郵
送
し
ま
す
。

町
民
課 

国
保
年
金
班

　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
8
7
1
3



17 Otsuchi 16Otsuchi

　仮設住宅の集会所や談話室などを定期的に巡回し、公益財団法人  岩手県予防医学協会の保健師・看護師らが血圧測定や健
康について相談に応じます。仮設住宅にお住まいの人だけでなく、どなたでも参加できますので、お気軽においでください。

保健福祉課 健康推進班　℡ 0193-42-8715

健康相談のお知らせ

開催日 時　間 場　　所

7 月 1 日（火） 11：00 ～ 12：00 吉里吉里第 4 仮設団地
13：30 ～ 14：30 吉里吉里第 5 仮設団地

7 月 4 日（金） 11：00 ～ 12：00 小鎚第 16 仮設団地
13：30 ～ 14：30 小鎚第 6 仮設団地

7 月 7 日（月） 11：00 ～ 12：00 小鎚第 12 仮設団地
13：30 ～ 14：30 小鎚第 15 仮設団地

7 月 8 日（火） 11：00 ～ 12：00 赤浜第 3 仮設団地
13：30 ～ 14：30 赤浜仮設団地

7 月 9 日（水） 11：00 ～ 12：00 安渡第 2 仮設団地
13：30 ～ 14：30 安渡第 3 仮設団地

7 月 10 日（木）
11：00 ～ 12：00 金澤仮設団地
13：30 ～ 14：30 大槌第 12 仮設団地

7 月 11 日（金） 11：00 ～ 12：00 小鎚第 3 仮設団地
13：30 ～ 14：30 小鎚第 4 仮設団地

7 月 14 日（月）
11：00 ～ 12：00

大槌第 5 仮設団地
大槌第 10 仮設団地

13：30 ～ 14：30 大槌第 8 仮設団地
大槌第 7 仮設団地

7 月 15 日（火） 11：00 ～ 12：00 吉里吉里第 6 仮設団地
13：30 ～ 14：30 小鎚第 20 仮設団地

開催日 時　間 場　　所

7 月 16 日（水）
11：00 ～ 12：00 小鎚第 17 仮設団地

小鎚第 5 仮設団地

13：30 ～ 14：30
小鎚第 8 仮設団地
小鎚仮設団地

7 月 17 日（木）
11：00 ～ 12：00 大槌第 3 仮設団地

大槌第 4 仮設団地

13：30 ～ 14：30 大槌仮設団地
大槌第 9 仮設団地

7 月 18 日（金） 11：00 ～ 12：00 吉里吉里第 2 仮設団地
13：30 ～ 14：30 吉里吉里仮設団地

7 月 22 日（火） 11：00 ～ 12：00 吉里吉里第 4 仮設団地（※）
13：30 ～ 14：30 吉里吉里第 5 仮設団地（※）

7 月 24 日（木） 11：00 ～ 12：00 小鎚第 12 仮設団地（※）
13：30 ～ 14：30 小鎚第 6 仮設団地（※）

7 月 25 日（金） 11：00 ～ 12：00 小鎚第 16 仮設団地（※）
13：30 ～ 14：30 小鎚第 15 仮設団地（※）

7 月 28 日（月） 11：00 ～ 12：00 赤浜第 3 仮設団地（※）
13：30 ～ 14：30 赤浜仮設団地（※）

7 月 29 日（火） 11：00 ～ 12：00 安渡第 2 仮設団地（※）
13：30 ～ 14：30 安渡第 3 仮設団地（※）

■ 7月の日程

（※）印は、個別の健康相談を実施します（予約制）。予約がない場合は、通常の健康相談を実施します。

　長寿課では、65 歳に到達した人に介護保険証を交付することと併せて、介護保険制度や介護予防に関する説明会「65 歳到
達者健康教室」を開催しています。
■対象者　①大槌町に住所を有する人で 65 歳を迎える人（対象者には個別にご案内を送付します）
　　　　　②介護保険制度や介護予防に関心をお持ちの人（年齢に関わらずご参加いただけます）
■会場および日程※日程が変更となる場合があります。対象者②に該当する人は事前にご確認ください。

対象者 開催日 会場
昭和 24 年 7月 2日～ 8 月 1日生 7月 15 日（火） 役場 3階 中会議室
昭和 24 年 8月 2日～ 9 月 1日生 8月 19 日（火） 役場 3階 小会議室 4・5
昭和 24 年 9月 2日～ 10 月 1日生 9月 17 日（水） 役場 3階 小会議室 4・5
■時間　13：30 ～ 14：30　■持ち物　介護予防チェックリスト・高齢者台帳（対象者①の方のみ）　■申込み　不要
■内容　・65 歳に到達した人に介護保険証の交付・介護保険制度・サービス利用についての説明
　　　　・介護予防についての説明・大槌ぴんころ体操

長寿課 地域包括支援班　℡ 0193-42-8716

平成 26 年度 65歳到達者健康教室のご案内

　健診・相談を下記のとおり実施します。会場は大槌町仮設保健センター（寺野）です。また、予防接種を受ける際
には、予診票と母子健康手帳を忘れずにお持ちください。※日本脳炎のみ会場が役場多目的集会所
【4・7 ヵ月児相談】
■実 施 日　7 月 7 日（月）
■対 象 者　平成 25年 12月生まれ及び平成 26年 3月生まれ
■受付時間　9：30 ～ 10：00　（平成 25 年 12 月生まれ）
　　　　　  13：30 ～ 14：00　（平成 26 年 3月生まれ）

【1 歳６ヵ月児相談】
■実 施 日　7月 18 日（金）
■対 象 者　平成 24年 12月生まれ及び平成 25年 1月生まれ
■受付時間　12：00 ～ 12：30

【２歳６ヵ月児相談】
■実 施 日　7月 16 日（水）
■対 象 者　平成 23年 12月生まれ及び平成 24年 1月生まれ
■受付時間　13：30 ～ 14：00　

【日本脳炎予防接種】
■接 種 日　７月12日(土)、15日(火)、19日(土)、29日(火)
■対 象 者　対象者には個別に通知しています。
■受付時間　13：00 ～ 13：20
■会 場　役場多目的集会所（役場隣の体育館）

【四種混合（ジフテリア・百日ぜき・破傷風・ポリオ）予防接種】
■接種日　７月 25 日（金）
■対象者　平成 19 年２月生まれ～平成 26 年４月 25 日
以前生まれ（生後 3ヵ月～生後 90 ヵ月）
※三種混合とポリオの予防接種を一度も接種していない人
■受付時間   13：00 ～ 13：20

保健福祉課 健康推進班　℡ 0193-42-8715

　熱中症の発生は７～ 8月がピークになります。熱中症を正しく理解し、予防に努めてください。
■熱中症とは
・高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調節機能がうまく働かないことにより、体内に熱が
　たまり、筋肉痛や大量の発汗、さらには吐き気や体のだるさなどの症状が現れ、重症になると意識障害などが起こります。
・気温が高い、湿度が高いなどの環境条件と、体調が良くない、暑さに体がまだ慣れていないなどの個人の体調による影響
　とが組み合わさることにより、熱中症の発生が高まります。
■熱中症予防のポイント
▶暑さを避けましょう　外出はなるべく涼しい時間に出かけるようにし、日傘をさしたり帽子をかぶったりするようにしま
しょう。室内では室温が 28℃を超えないよう、扇風機やエアコンを使った温度調整、こまめな換気、すだれ、打ち水など室
温が上がりにくい環境の確保を心がけましょう。
▶自分の体調に気をつけましょう　前の晩に深酒をした人や朝食を抜いた人、また風邪を引いている人や下痢などで脱水症
状の人は熱中症を起こしやすいので、体調が回復するまでは無理をしないようにしましょう。
▶こまめに水分補給をしましょう　のどが乾く前に水分補給をすることが大切です。ただし、アルコールは尿の量を増やし
て体内の水分を排出してしまい、逆に危険です。
▶小さい子どもや高齢者は屋内での熱中症にも注意しましょう　熱中症は屋内でも起こります。小さい子どもや高齢者、病
人がいる家庭では、適切に扇風機やエアコンを利用する、風通しの良い涼しい衣服を着せる、のどが渇いていなくても早め
早めに水分補給をするなど、特に注意しましょう。
▶各種情報を参考に、熱中症への十分な対策をしましょう　環境省は、環境省熱中症予防サイトにおいて「暑さ指数」の情
報提供を行っています。暑さ指数とは、気温だけでなく、湿度、日射などからの熱についても取り入れた指標です。大槌町
では、暑さ指数が 25℃以上に達すると予想される日に、防災行政無線で注意を呼びかけています。

保健福祉課　健康推進班　℡ 0193-42-8715

熱中症にご注意ください

おらほの町の地域包括支援センター

ここでは、高齢者に関わる様々な話題を掲載しています。

大槌町地域包括支援センター　℡ 0193-42-8716

　平成 26年度第 1回家族介護教室は、認知症をテーマに認知症対応型デイサービス・認知症対応型グループホー
ム「城山の杜」の施設見学などを 8月末に予定しております。後日、広報でお知らせします。ぜひ、ご参加ください。

　家族介護教室等の事業の充実に繋げることを目的として、家族介護者アンケートを平成 26年 2月に実施しま
した。回収対象者351名中144名の回答をいただき回収率は41.0%でした。アンケートの結果をもとに、今後、
事業充実につなげてまいります。アンケートにご協力いただきありがとうございました。
　家族介護教室についてのアンケートの一部をご紹介します。

　大槌町地域包括支援センターでは、介護をしている家族や介護に関心を持
つ人を対象に、毎年家族介護教室を開催しています。
　これまで教室では、理学療法士を講師に迎え、介助法を学んだり、福祉用
具の紹介、介護サービスの勉強会を行いました。
　また、介護者同士の交流の場となり、介護について不安や悩みを介護者同
士で話すことで、「自分だけではない」と気持ちが楽になる効果もあります。

家族介護教室とは

家族介護教室で取り組んでほしい内容について(複数回答可)の結果報告
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平成26年度　第1回家族介護教室は、認知症をテーマに認知症対応型デイサービス・認知症対応型グループ
ホーム　城山の杜の施設見学等を8月末に予定しております。後日、広報でお知らせします。ぜひ、ご参加く
ださい。
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一番多かったのが、認知症の人
への接し方、次いで介護保険制
度と介護サービスについての説
明というアンケート結果でした。

家族介護教室で取り組んでほしい内容について（複数回答可）の結果報告
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Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
、
早

朝
か
ら
の
テ
レ
ビ
観
戦
で
寝
不
足
気
味
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン

も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
中
、
日
本
人
の
あ
る
行
動
が
世

界
の
多
く
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
か
ら
注
目
を
浴
び
た
。
試
合

終
了
後
、
敗
退
と
い
う
試
合
結
果
に
落
胆
し
な
が
ら
も
、
日

本
人
サ
ポ
ー
タ
ー
が
皆
で
客
席
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
、
世
界
の
国
々
か
ら
日
本
人
の
行
動
に
表
れ
た

伝
統
的
な
礼
儀
正
し
さ
を
称
賛
す
る
声
が
上
が
っ
た
の
だ
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
東
日
本
大
震
災
の
２
０
１
１
年
3
月
11

日
、『
サ
ン
ダ
ル
で
歩
い
た
ア
フ
リ
カ
大
陸　

特
派
員
ル
ポ
』

（
岩
波
書
店
）
の
著
者
、
毎
日
新
聞
記
者
の
高
尾
具と

も

成な
り

氏
は
、

内
戦
が
続
く
ア
フ
リ
カ
大
陸
北
端
の
リ
ビ
ア
北
東
部
に
い
た
。

内
戦
で
は
自
ら
が
戦
地
に
赴
く
身
で
あ
る
兵
士
か
ら
、
被
災

地
で
被
災
さ
れ
た
方
々
が
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
行
動
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
称
賛
と
励
ま
し
を
受
け
た
と
い
う
。

　

兵
士
は
「
極
限
の
中
で
も
利
己
的
に
な
ら
ず
に
助
け
合
う

被
災
者
を
見
て
、
必
ず
立
ち
上
が
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
」

と
い
う
言
葉
を
贈
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。

　

日
本
人
の
「
お
か
げ
さ
ま
で
す
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
い
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
文
化
や
、

礼
儀
正
し
さ
、
他
者
を
敬
う
姿
勢
な
ど
、
個
人
よ
り
も
他
者

や
全
体
を
思
い
や
る
伝
統
的
な
秩
序
は
人
々
の
深
い
と
こ
ろ

で
水
脈
の
よ
う
に
滔と

う

々と
う

と
流
れ
て
い
る
。
日
本
人
の
そ
の
よ

う
な
秩
序
を
重
ん
じ
る
態
度
が
、
他
国
か
ら
称
賛
さ
れ
る
こ

と
を
我
な
が
ら
誇
ら
し
く
思
う
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年
3
ヵ
月
が
経
過
し
た
。
応
急
仮

設
住
宅
で
不
自
由
な
生
活
を
し
て
い
る
住
民
は
限
界
を
感
じ

て
い
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
秩
序
を
保
ち
な
が
ら
歯
を
食

い
し
ば
り
耐
え
て
い
る
姿
に
は
、
た
だ
た
だ
頭
が
下
が
る
思

い
で
あ
る
。「
町
長
と
お
茶
っ
こ
の
会
」
で
は
、
言
い
た
い
こ

と
は
一
杯
あ
る
は
ず
な
の
に
、
逆
に
励
ま
さ
れ
る
ば
か
り
だ
。

心
か
ら
一
日
も
早
い
復
興
を
成
し
遂
げ
た
い
。

⑭
逆
境
に
揺
る
が
ぬ
伝
統
と
秩
序

町
長
随
想

「小鎚川で撮影したミサゴとトンビです。アユか、アカハラ
でしょうか。ミサゴが捕まえた小魚をトンビが狙っていま
す。この時は、トンビに油揚げをさらわれないで済みました。
争奪戦にはカラスも加わることがあります」

【5月 24 日、三浦寧史さん撮影】

　「線路内に立ち入らないようＪＲ山田線・大槌駅周辺に張
り巡らされた木柵の一部です。津波で多くが流され、数本、
残りました。子どもの頃、木柵をくぐり抜け、線路上でよ
く遊んだものです。復興が進めば、これらの遺構も姿を消
すことでしょう」　　　　　【6月 1日、伊藤陽子さん撮影】

P
H
O
T
O  

ま
ち
か
ど

川
かわ

　端
ばた

　　創
はじめ

 くん

　これからも、すてきな笑顔で家族
を癒してね！！

平成 25 年 3 月 21 日生

（家族代表者名：川端　和英）

阿
あ

　部
べ

　一
いっ

　嵯
さ

 くん

　じっちばっぱの事が大好きで
いつも楽しそう♡

平成 25 年 5 月 6 日生

（家族代表者名：阿部　長祐）

材
ざい

　津
つ

　和
わ

　花
か

 ちゃん

　口癖は「わんわん」
食べるの大好きな女の子

平成 25 年 5 月 8 日生

（家族代表者名：材津　祐貴）

臼
うす

　澤
さわ

　　快
かい

 くん

　甘えん坊な弟は、兄ちゃんが大
好きです！

平成 25 年 5 月 9 日生

（家族代表者名：臼澤　竜彦）

澤
さわ

　舘
だて

　優
ゆう

　輝
き

 くん

　誰にでもニコニコ。よく食べ、よく動
く元気いっぱいみんなのアイドルです

平成 25 年 5 月 26 日生

（家族代表者名：澤舘　満）

三
み

　浦
うら

　夢
ゆう

　翔
と

 くん

　最近、おしゃべりいっぱい♡
わんぱくな男の子！！

平成 25 年 5 月 23 日生

（家族代表者名：三浦　哲也）

すくすく赤ちゃん

たりはしません。会話が途切れた時は、無理に続け
ようとはせずに待ちます。
　大槌町は震災で壊滅的な打撃を受けました。被災
者は町内 48 カ所の仮設住宅で不便な生活を強いら
れています。震災から 3 年 3 ヵ月を経過し、落ち
着きを取り戻した被災者がいる一方で、心の傷を抱
えたままの被災者が少なくありません。この日の発
足式で、「ひまわり」代表の小林正造さん（66）は「震
災からまだ立ち上がれない人もいる。仮設住宅を回
り被災者の気持ちに寄り添いながら活動したい。地
域に笑顔を取り戻したい」と抱負を述べました。

あなたの悩みをお聞かせください

〜町内に傾聴ボランティア団体誕生〜

　大槌町の傾聴ボランティア団体「ひまわり」の発
足式が 6 月 7 日、町中央公民館でありました。町
内で傾聴ボランティア団体が誕生するのは初めて
です。メンバーは 14 人。昨年 2 月から延べ 32 時
間の養成講座を受講し、傾聴の技法やコミュニケー
ションの取り方を学びました。近く、町内に点在す
る仮設住宅を回る活動をスタートさせます。
　傾聴ボランティアは 1970 年代に米国カリフォル
ニア州で始まったとされています。日本では 99 年
にＮＰＯ法人ホールファミリーケア協会が設立さ
れて養成講座が開かれ、全国に広がりました。
　基本は悲しみや苦しみを抱えた人たちの話をひ
たすら聴くことです。ストレスを吐き出すことで心
が軽くなります。共感してくれる相手がいることで
生きる力がわいてきます。
　話を聴くことはそう簡単なことではありません。
技術が必要になります。相手の目を見て、笑顔で相
づちを打ちながら聴きます。口を挟んだり、指示し

ひょうたん島日記

一緒に舞うのは初めてことで、祭りを通じて友好の
輪を広げました。
　滞空時間の長さを競い合う紙飛行機のコンテス
トは日本紙飛行機協会の協力を得て行われました。
自作の紙飛行機を風に向かって飛ばします。風に乗
ることができるかどうかが滞空時間に影響します。
指導した日本紙飛行機協会事務局長の荒木敏彦さ
んは「自然と向き合い、科学する心を養います。多
くの人に親しんでほしい」と話しました。
　ツツジは花の盛りを過ぎていましたが、参加者
は、新緑の高原で、ゆったりとした時を過ごしまし
た。

4 年ぶりに新山高原まつり

〜郷土芸能や紙飛行機コンテスト〜

　震災で休止していた大槌町の「新山高原まつり」
が 4 年ぶりに復活しました。6 月 15 日、新山高原
で開かれた祭りでは、自作の紙飛行機による滞空時
間コンテストやもちまきがあり、神楽、虎舞、鹿子
踊が勇壮、華麗な舞を見せました。
　新山高原は町の西端に位置し、標高、約１千メー
トル。オレンジ色が鮮やかなレンゲツツジが群生
し、一帯には、風力発電用の巨大な風車が 43 基あ
ることで知られています。展望台には望遠鏡が設置
され、大槌湾を間近に見ることができます。
　オープニングセレモニーで碇川豊町長は「震災で
途絶えていた祭りの復活は感無量」とあいさつ。主
催した町観光物産協会の千代川茂会長は「震災から
3 年がたち、やっと祭りが開催できる環境が整った。
新山高原まつりは、これから毎年、開いていきたい」
と話しました。
　郷土芸能は安渡大神楽、大槌城山虎舞が演舞し、
鹿子踊は臼澤、金澤、上

か み

亰
よ

、吉里吉里、徳並の 5
団体がそろって群舞しました。5 団体が公式の場で

このコーナーでは、町内の１歳前後の赤ちゃんを紹介しています。
今月は平成 25 年 3月から 5月生まれの赤ちゃんです。
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　5月定例会は、29日に開催され諸般の報告に続いて
議案 2件が審議されました。

【諸般の報告】
　町内小中学校の運動会・体育祭について、子どもた
ちと先生方が一体となった取り組みで、行事をとおし
た主体性の育成と体位体力の向上が期待されると成果
が報告された。

【審議事案】
　①�大槌町学校給食センター運営委員会委員の委嘱に
ついて

　　　�委員の人事異動等による辞任に伴い新任委員を
委嘱する

　　　　・大森厚志氏（大槌中学校校長）
　　　　・関谷俊美氏（吉里小 PTA会長）
　　　　・芳賀　新氏（吉里中 PTA会長）
　　　　・岡本克美氏（総務部財政課長）
　②大槌町小中一貫教育校推進協議会の設置について
　　　�平成 27 年度導入の小中一貫教育の学園名や

PTAなど学校関係組織を検討・決定する協議会
を設置

　〈委員構成〉
　�　小中学校長 4名、各小中学校保護者代表 8名、各
地域代表 4名、副校長代表 2名

　6月 14、15 の両日、地区中学校総合体育大会が開
かれ、大槌中、吉里吉里中の選手が日頃の練習の成果
を発揮し、上位入賞者は県大会出場を勝ち取りました。    
【大会結果（3位入賞以上）】
　◆剣道
　　男子団体　2 位  大槌中学校
　　女子個人　2 位  佐々木佳陽（大槌中）
　◆柔道
　　男子個人 55㎏級　1 位  山崎　力（大槌中）
　　　　　　 66㎏級　2 位  山影亮太（大槌中）
　 女子個人無差別級　1 位  倉澤杏奈（大槌中）
　◆野球  　　　　　　3位  大槌中学校
　◆卓球
　　男子団体　1 位  吉里吉里中学校
　　男子個人　1 位  三浦蒼陽（吉里中）
　　　　　　　2 位  黒沢　蓮（吉里中）
　　　　　　　3 位  藤原周平（吉里中）
　　　　　　　4 位  竹澤瑞生（吉里中）
　　女子団体　2 位  吉里吉里中学校
　◆ソフトテニス
　　男子団体　2位  大槌中学校
　　男子個人　2 位  佐藤逸樹・新田亮介組（大槌中）
　◆バスケットボール
　　男　　子　3位  大槌中学校
　　女　　子　3位  大槌中学校
　◆バドミントン
　　女子個人　3 位  黒澤琴音（大槌中）
　◆サッカー　1 位  大槌中学校
� ＊太字は県大会出場

県大会での健闘を祈ります !

　5月16日、大槌小学校の3年生のふるさと科に「は
まぎく若だんなの会」のメンバー4人が地域の先生とし
て、大槌の宝物である魚介類を使った授業を行いました。
　授業では、同会が先頃作成した「大槌のお宝マップ」
から大槌の特産であるウニ、ホヤや今が旬の魚、真マ
スを素材に、ふるさとの海の宝物に対する思いや栽培
や漁の方法などを説明しました。
　子どもたちの中には、殻つきのウニやホヤを見るの
が初めてという子もあり、目の前でむいたりさばいた
りするのを驚きと関心を持って見入っていました。
　ふるさと科では、こうした体験活動をとおしてふるさ
とに対する愛着やキャリア（進路や職業観）を養い、地
域に誇りを持ち、地域を支えていく人材を育成します。

ふるさと科・はまぎく若だんな会出前授業

たんけん・発見! 大槌町

教育委員会だより

発行 : 大槌町教育委員会　第 77 号　26.   7.   7
岩手県上閉伊郡大槌町小鎚 32 金崎 126　℡  42-6100

     教育行政基本理念

　町づくりは
　　人づくりにあり
　人づくりは
　　教育にあり

小中一貫教育・学校と地域とでつくる学びの応援団

学校支援地域協議会が開催される
　学校支援地域協議会は、学校を支援するため、学校が必要とする活動について地域の方々をボランティアとして
お願いするための組織で、いわば地域につくられた学校の応援団です。

　学校支援地域協議会では、地域の方々の中から、学
校や地域のことに詳しい人を「学校支援コーディネー
ター」として配置し、学校が手伝ってほしいことと、
地域の人が手伝いたいことを結びつける仕組みをつ
くっています。大槌町が推進する小中一貫教育でも、
地域の方が学校や子どもたちの教育に関心を持ち積極
的に参加していただくことがとても重要です。
　▶ねらい
　学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子ど
もを育てる体制を整えることが目的です。

　▶子どもたちの教育をよりよいものにします
　地域のいろいろな大人が学校の教育活動に関わるこ
とで、多様な体験、経験の機会が増えたり、多くの大
人が子どもたちを見守ることで、よりきめ細やかな教
育ができます。
　▶生涯学習社会を実現します
　地域住民が、自らの経験や知識を未来を担う子ども
たちの教育に生かすことができます。これにより、生
涯学習の成果を生かす場が広がり、自己実現や生きが
いづくりにもつながります。
　▶地域の教育力が向上します
　地域住民が学校の教育活動に関わることで、地域の
活性化や学校を核とした地域づくりにもつながりま
す。

　今年度第 1回の協議会は、6月 4日に開かれ参加者
の多くから今後の活動に対する期待や内容の充実のた
めの積極的な提案や教育振興運動との関連などの意見
が出されました。

釜石・大槌地区中総体結果

　教育委員会では、町方区画整理事業の推進に伴い遺跡の発掘調査を行っ
ていますが、下記により現地説明会を行います。
　　◆日時：平成 26年 8月 3日（日）10：30 〜 11：30
　　◆会場：町方遺跡　
　　　　　　＊調査区 B区…駅前・旧岩手銀行駐車場前
　　　　　　＊調査区C区…旧岩手銀行近接地
　　◆内容：�近世（江戸期）の遺構（組石遺構、建物跡など）及び出土遺物
　　　　　　（近世陶磁器、銭貨、木製品、金属製品など）の説明

町方遺跡発掘調査現地説明会を開催します

教育委員会
定例会リポート（5月）

〈問い合わせ〉
埋蔵文化財調査課  ℡ 55-5159
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　大槌町地域子育て支援センター「かりん」では、子育て親子の交流の場の提供や、子育て家庭への育児支援を行っています。
　７月の行事は下記のとおりです。お気軽にご参加ください。

「のびのび広場」（あそび・つどいの広場）
■実施日時　月曜日～金曜日（祝日除く）
　　　　　　9:30 ～ 12:00  13:00 ～ 16:00
■対象　未就学児とその保護者（祖父母も可）
■内容　みんなが自由に集える場。子育ては一人じゃない。
みんなで育てる共有の場。
※ 7月 24 日（木）午前中は、のびのび広場はお休みです

「リズムくらぶ」
■実施日時　７月３日（木）10:00 ～ 11:30
■対象　未就園児とその保護者（祖父母の方も可）
■内容　親子で楽しくリズムあそびをしましょう

「すこやかくらぶ」
■実施日時　７月10日（木）10:00～12：00　13：00～14：00
■対象　産前・産後のママ・未就園児（０歳～）の親子、そ
の他お産後の自分の身体でお悩みの方
■内容　助産師と母乳の悩み・身体の悩み・育児の悩みなど
相談できます。赤ちゃんの体重測定・ベビーマッサージの方
法など。

大槌町地域子育て支援センター「かりん」（大槌保育園内）　℡ 0193-42-2570

「6月 7月生　お誕生会」
■実施日時　７月 17 日（木）10：00 ～ 12：00
■対象　未就園児とその保護者（祖父母の方も可）
■内容　６月 7月生まれのおともだちのおたんじょう会を開
催。生まれ月に関係なく参加できます。

「臨床心理士相談」「かりんカフェ」
■実施日時　７月 28 日（月）9:30 ～ 12:00  13:00 ～ 14:30
■対象　未就園児とその保護者（祖父母の方も可）
■内容　かりんカフェでは、温かい飲み物とお菓子を用意し
ています。毎日忙しいママさんのための「かりんカフェ」で
一息つきましょう。臨床心理士の土屋先生による育児や心の
悩み、家庭の悩みなど一人で抱え込まないで、是非相談にい
らしてください。

「ひだまり広場」
■実施日時　７月 31 日（木）10:00 ～ 11：30
■対象　未就園児とその保護者（祖父母の方も可）
■内容　ひだまり広場の日はお外あそびを楽しみます。お外
を元気いっぱい親子で遊びましょう。

大槌町カレンダー　７月７日（月）〜８月５日（火）
日付 大槌町内イベント 大槌病院外来

7（月） 4・7 か月児相談 午前：内科、眼科　午後：内科、整形外科

8（火） 午前：内科、外科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

9（水） 午前：内科、皮膚科　午後：内科

10（木）心配ごと相談 午前：内科、外科　午後：内科

11（金） 午前：内科　午後：内科

12（土）日本脳炎予防接種 完全休診（急患受付なし）

13（日） 完全休診（急患受付なし）

14（月） 午前：内科、整形外科、眼科　午後：内科

15（火）日本脳炎予防接種 午前：内科、外科　午後：内科

16（水）２歳６ヵ月児相談 午前：内科　午後：内科

17（木）さわやかストレッチ教室
元気活きいき運動教室 午前：内科、外科　午後：内科

18（金）1 歳６ヵ月児相談
行政相談、人権相談 午前：内科　午後：内科

19（土）日本脳炎予防接種 完全休診（急患受付なし）

20（日） 完全休診（急患受付なし）

21（月） 完全休診（急患受付なし）

22（火） 午前：内科、外科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

23（水） 午前：内科、整形外科、皮膚科
午後：内科

日付 大槌町内イベント 大槌病院外来
24（木） 元気活きいき運動教室 午前：内科、外科　午後：内科

25（金） 四種混合予防接種 午前：内科　午後：内科

26（土） 完全休診（急患受付なし）

27（日） 完全休診（急患受付なし）

28（月） 午前：内科、整形外科、眼科　午後：内科

29（火） 日本脳炎予防接種 午前：内科、外科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

30（水） 午前：内科、皮膚科　午後：内科

31（木） 午前：内科、外科　午後：内科

8月
  1（金） 午前：内科　午後：内科

  2（土） みどり幼稚園一般開放 完全休診（急患受付なし）

  3（日） 完全休診（急患受付なし）

  4（月）
  5（火）

　身のまわりで起きた人権問題（いじめ、虐待、家庭内暴力、離婚、扶養、相続問題、近隣関係、
セクハラ、借金問題、その他困りごと）について、法務大臣から委嘱を受けた人権擁護委員
が相談に応じます。
■日時　7月18日（金）10：00〜12：00　■会場　大槌町役場 1階　相談室 2

町民課町民生活班　℡ 0193-42-8713

人権相談について 行政相談について

　行政相談委員が相談に応じます。
■日時　7月18日（金）10：00〜12：00
■会場　大槌町役場1階　相談室1
■相談委員　若生　晃さん

総務課総務班　℡ 0193-42-8710

大槌町地域子育て支援センター「かりん」からのお知らせ

まちのお知らせ

　日本司法支援センター（法テラス）では弁護士、司法書士、その他の土業の専門家
が皆さまの相談に応じています。一人で悩まず相談してください。
　また、弁護士による休日相談や夜間相談も実施しています。曜日により専門家が異
なりますので、電話にて確認予約をお願いします。
■相談時間　10：00〜 16：00（平日）

法テラス大槌　℡ 050-3383-1350 　電話受付時間（9：00 〜 17：00）

法テラス無料相談のお知らせ

　内閣府では、子育て家族やそれを支える地域の大切さに関する「写真」「手紙・メー
ル」を募集しています。あなたのあたたかい気持ちを作品にして応募してください。
■募集内容
○「写真」
(1) 子育て家族の力 ( 子育て家族のきずな、子どもと深める家族のきずな )
(2) 子育てを応援する地域の力（地域ぐるみで子育て支援）
○「手紙・メール」
（1）小学生の部（2）中・高校生の部（3）一般の部
　子育てを家族みんなで支え合うことの大切さ、感謝などの思いを伝える内容のも
の。子育てを社会も応援していくことの大切さを訴える内容のもの
■募集期間　7月 1日（火）～ 9月 8日（月）
■表彰 募集テーマ　区分ごとに最優秀賞 1 点、優秀賞 5 点以内。いずれも、内閣府
特命担当大臣（少子化対策）表彰と副賞。
◆応募方法など詳しくは内閣府「家族の日」「家族の週間」ホームページに 6 月末頃
掲載予定（http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/family/index.html）

 保健福祉課 地域福祉班　℡ 0193-42-8715

家族や地域の大切さに関する作品コンクール

おめでた・おくやみ（敬称略）
５月 15日〜６月 15日分

【出生】
岩　間　あまね　（　学　・臼　　　沢）
藤　川　　隼

しゅん

　　（昭　衡・吉里吉里四）
臼　沢　凪

なぎ

　紗
さ

　（真　吾・吉里吉里四）
伊　籘　萌

めい

　那
な

　（　啓　・沢 山）

【婚姻】
　杉　山　将　司　（盛　岡　市）
　阿　部　るり子　（元 村）
　藤　𠩤　大　輔　（上　　　町）
　志　斎　　恵　　（釜　石　市）
　関　谷　暁　生　（吉里吉里四）
　菅　野　悦　子　（宮　古　市）

【死亡】
祝　田　　繁　　（76・桜 木 町）5/18
阿　部　豊　治　（90・元 村）5/22
佐　藤　忠　 　（88・吉里吉里四）5/24
岩　間　　清　　（59・安 渡 一）5/26
馬　渕　重　雄　（79・源 水）6/2
佐々木　ミ　ツ　（90・沢 山）6/2
兼　澤　喜久子　（77 ・新 町）6/4
松　田　タ　カ　（89・大 ケ 口 二）6/6
藤　𠩤　チ　ヤ　（92・赤 浜 二）6/7
佐々木　　功　　（63・須 賀 町）6/13

町内各地の放射線量についてお知らせします

測定地点 放射線量 測定地点 放射線量
小鎚小学校仮設団地 0.055 大槌第 5仮設団地（和野橋下流） 0.071 
小鎚仮設団地（佐野屋球場） 0.057 金沢小グランド 0.048 
大槌町役場 0.065 桜木町中央公園 0.057 
安渡第 2仮設住宅（旧小学校） 0.069 源水（屋敷前） 0.061 
赤浜小学校グラウンド 0.057 大ケ口公園 0.063 
吉里吉里中学校仮設団地 0.067 沢山地区（高森団地） 0.063 
吉里吉里第 5仮設団地（駅公園） 0.063 沢山地区（郵便局脇） 0.065 
吉里吉里第 2仮設団地（浪板） 0.063 花輪田定住促進住宅裏 0.053 
大槌第 7仮設団地（大柾橋下流） 0.061 測定地点平均値 0.061

　町内の放射線量測定結果についてお知らせします。6月 25 日（水）に測定した結
果は下の表のとおりです。なお、国の除染基準は 0.23 毎時マイクロシーベルトです。
　  町民課　町民生活班　℡ 0193-42–8713

７月中旬に国民健康保険税の
納税通知書が発送されます

　今年度の納税通知書からコンビニエ
ンスストアでの納付ができるようにな
りましたが、コンビニエンスストアで
は納期限までしか納付はできません。
　納め忘れが無いように町税の口座振
替をおすすめします。
■口座振替が可能な金融機関
　岩手銀行、北日本銀行、花巻農業協同組
合、岩手県信用漁業協同組合連合会、東
北労働金庫、宮古信用金庫、ゆうちょ銀行
■口座振替日　各納期の 25 日（25 日
が休日などの場合は直後の開業日）
■申込方法　各金融機関窓口に設置して
います申込書に記入押印していただきます。
■注意　申込書提出日によっては振替
ができない場合があります。
　年金や給与から差し引かれる町税は
口座振替の対象外です。
　１月下旬には前年１月～ 12月に口座
振替で振替された証明書を郵送します。

 税務会計課 収納班
　 ℡ 0193-42-8711

　文部科学省をはじめとする府省庁などが連携して、親子職場見学会を行います。
子どもたちが夏休みに広く社会を知る体験活動として、親子で参加してみませんか。
■対象　全国の小・中学生（原則として保護者同伴）
■期間　8月 6日（水）・7日（木）
■内容　職場見学のほか、各府省庁などの特色を生かし、子どもたちを対象に広く社会を
知る様々なプログラムを設け、一斉に「子ども霞が関見学デー」として開催します。当日は、
子どもたちの興味にあわせて霞が関を自由に歩くことができるよう、参加者に各府省庁など
のプログラムと地図が入った「日本国霞が関子ども旅券」（パスポート）を配布します。

 学務課 学校教育班　℡ 0193-42-6100

夏休み、霞が関へ親子で行こう

※�大槌病院外来日程は都合により変更となる場合があります。
※�みどり幼稚園一般開放では町内の未就園児の子どもを対象に園
を一般開放します。　■時間　9：00 〜 11：30 まで
※�心配ごと相談は、大槌町社会福祉協議会で実施しています。相談
内容についてはお問い合わせください。

  大槌町社会福祉協議会　℡ 0193-41-1511
【訂正のお知らせ】　平成26年 6月 5日発行「広報おおつちNo.584」12〜 13ページの、大槌町津波避難マップにおいて、避難場所（高台）・避難施設
名に誤りがありました。下記のとおり訂正し、お詫び申し上げます。　
　（誤）㉛蕨打直託児所　→　（正）㉛蕨打直集会所
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▼
今
回
、
新
山
高
原
ま
つ
り
が
行

わ
れ
た
新
山
に
は
風
力
発
電
用
の

風
車
が
43
基
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
鉄
塔
の
高
さ
は
約
60
メ
ー
ト

ル
、
羽
根
の
大
き
さ
は
約
30
メ
ー

ト
ル
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
巨
大

さ
に
は
、
ど
こ
か
現
実
離
れ
し
た

も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
天
気
の
い
い
日
は
ド
ラ
イ
ブ

の
つ
い
で
に
風
車
を
見
学
に
行
く

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
台
野
）
▼
震
災
か
ら
の
復
興
に
、

生な
り
わ
い業
の
再
生
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

働
く
場
が
な
け
れ
ば
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
出
来

ず
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
頓と
ん

挫ざ

し
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
町

は
、
地
元
企
業
の
再
興
と
企
業
誘

致
に
全
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
今

月
号
か
ら
始
め
た
「
産
業
復
興
だ

よ
り
」
は
、復
興
に
立
ち
上
が
り
、

頑
張
る
企
業
を
紹
介
す
る
産
業
振

興
部
に
よ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
読

者
を
元
気
づ
け
る
コ
ー
ナ
ー
を
め

ざ
し
ま
す
。（
但
木
）

編   

集   

後   

記

（
大
槌
町
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
長　

佐
々
木
健
）

　

ま
さ
に
「
呼
び
水
」
と
な
っ
た
共
同
研
究
会
。
秋

道
教
授
の
来
町
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
で
あ
っ
た
で
し
ょ

う
。
正
確
な
日
付
は
、
震
災
前
、
海
洋
研
究
所
に
残
さ

れ
て
い
た
宿
泊
記
録
か
ら
確
認
し
た
も
の
。
オ
ト
コ

は
、
日
付
に
は
無
頓
着
、
一
方
、
女
性
は
記
念
日
な
ど

を
正
確
に
記
憶
し
て
い
る
の
だ
と
か
。
真
偽
の
ほ
ど
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
…
…
。

　

写
真
は
、
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
報
告
書
か
ら
。
あ
と
が
き
に
、イ
ト
ヨ
保
全
へ
、

と
い
う
こ
と
で
黒
澤
辰
良
さ
ま
（
鮨
辰
店
主
、
当
時
）

よ
り
ご
芳
志
を
頂
戴
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
と

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
と
き
、宮
様
ご
一
家
は
、向む
げ
ー
が
わ
ら

川
原
に
あ
っ
た
「
鮨

辰
」
で
の
夕
食
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

つ
い
て
話
題
提
供
。
そ
の
小
魚
が
、
通
年
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
所い
わ
ゆ
る謂

「
陸
封
型
」
か
も
知
れ
な
い
、
と
議

論
が
集
中
。
秋
篠
宮
殿
下
か
ら
も
、「
生
物
多
様
性

に
配
慮
し
た
保
全
を
期
待
す
る
」
と
の
ご
発
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

秋
篠
宮
殿
下
は
、
こ
の
研
究
会
の
一
員
と
し

て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
大
槌
町
へ
の
お
成
り

は
、
こ
の
と
き
が
二
度
目
。
一
度
目
は
、
昭
和
59

（
1
9
8
4
）
年
7
月
22
日
、
学
習
院
大
学
一
年

生
の
殿
下
は
、
学
習
院
高
等
科
在
学
中
に
所
属
し

て
い
た
地
理
研
究
会
の
夏
季
巡
見
に
同
行
さ
れ
、

ご
昼
食
の
た
め
に
、
大
槌
ホ
テ
ル
（
当
時
）
に
立

ち
寄
ら
れ
ま
し
た
。

　

翌
年
4
月
、
拙
子
は
企
画
の
係
に
。
平
成
12
年

度
の
「
調
査
計
画
推
進
打
合
会
」
を
経
て
、
平
成

13
年
に
「
淡
水
型
イ
ト
ヨ
調
査
委
員
会
（
委
員
長
、

秋
道
教
授
）」
を
発
足
、
森
誠
一
教
授
（
岐
阜
経
済

大
学
）
へ
の
町
か
ら
の
調
査
委
託
に
よ
り
、
正
式

に
「
淡
水
型
」
で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
翌
年

に
は「
湧
水
環
境
保
全
検
討
推
進
委
員
会
」に
移
行
。

　

平
成
14
（
2
0
0
2
）
年
11
月
6
日
、
城
山
公

園
体
育
館
を
会
場
に
、「
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ

く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
淡
水
型
イ
ト
ヨ
生
息
環
境

保
全
と
水
循
環
を
考
え
る
〜
」
を
開
催
。

　
「
良
い
環
境
の
保
全
に
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
の
協
力
が
不
可
欠
。
押
し
つ
け
で
は
な
く
、
イ

ト
ヨ
な
ら
イ
ト
ヨ
に
興
味
を
持
ち
、
住
ん
で
い
る

地
域
を
理
解
し
、
大
事
な
環
境
を
保
全
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
、
秋
篠
宮
殿
下
は
ご
発
言
さ
れ
ま

し
た
。

（
大
槌
町
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
長　

佐
々
木
健
）

　
「
呼
び
水
」。
大
辞
林
に
は
、〔
本
来
の
水
を
さ
そ

い
出
す
た
め
の
水
の
意
〕、
①
ポ
ン
プ
で
揚
水
す
る

と
き
、
ポ
ン
プ
ま
た
は
そ
れ
に
連
な
る
吸
い
込
み

管
の
中
を
水
で
満
た
す
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
水
。

さ
そ
い
水
。
迎
え
水
。
②
あ
る
物
事
の
起
こ
る
き
っ

か
け
と
な
る
事
柄
。

　　

平
成
11
（
1
9
9
9
）
年
6
月
17
日
の
こ
と
。

日
本
万
国
博
覧
会
（
大
阪
万
博
）
会
場
跡
地
に
あ

る
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
（
当
時
）、
秋
道
智
彌

氏
が
来
町
。
相
生
啓
子
氏
（
当
時
、
東
京
大
学
海

洋
研
究
所
助
教
授
、
船
越
湾
の
タ
チ
ア
マ
モ
が
世

界
最
長
で
あ
る
こ
と
を
世
に
知
ら
し
め
た
ア
マ
モ

研
究
者
）
が
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
、
午
後
の
半
日
、

休
暇
を
取
っ
て
、
町
内
各
所
を
ご
案
内
。
源
水
の

孵ふ

化
場
に
行
っ
た
折
、
池
に
い
る
小
魚
が
話
題
に
。

こ
の
時
期
に
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、「
ち
ょ
っ

と
お
も
し
ろ
い
か
も
」
と
秋
道
教
授
は
話
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
翌
朝
、
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

、
山
崎
三
雄
町
長
（
当

時
）
を
表
敬
訪
問
、「
研
究
会
を
大
槌
で
行
い
ま
す
」

と
伝
え
ま
し
た
。
こ
の
小
魚
が
「
イ
ト
ヨ
」
で
す
。

　

そ
の
年
の
11
月
10
日
と
11
日
、
浪
板
観
光
ホ
テ
ル

（
当
時
）
を
会
場
に
、
そ
の
研
究
会
は
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
神
奈
川
県
葉
山
町
に
あ
る
、
総
合
研
究
大
学

院
大
学
、
教
育
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
、

「
生
命
系
に
お
け
る
循
環
と
共
生
研
究
会
」。
錚そ
う

錚そ
う

た

る
研
究
者
が
大
槌
に
集
結
。
大
槌
町
の
海か
い

棲せ
い

哺
乳
類

（
宮
崎
信
行
氏
、
当
時
、
前
出
海
洋
研
究
所
教
授
）、

海
草
（
相
生
氏
、
前
出
。
か
い
そ
う
、
海
藻
と
区
別

す
る
た
め
、
う
み
く
さ
、
と
も
）、
小
魚（
拙
子
）に
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⑮
「
淡
水
型
イ
ト
ヨ
」
の
緒ち
ょ　

そ
の
１

大
槌
学
の

　
す
ゝ
め


